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はじめに  
 
  伊奈町教育委員会は、「ずっと住みたい  緑あふれた  安心・安全

な ま ち 」 の 創 造 を 目 指 し 、「 生 涯 に わた り 学 び 続 け る  笑 顔 あ ふ れ

る学校づくり、まちづくり」を基本理念とした「第２期伊奈町教育

振興基本計画」を、令和２年３月に策定いたしました。  
令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 に 取 り 組 む 伊 奈 町 の 教 育 行 政 の ６ つ

の 基 本 目 標 で あ る 「 確 か な 学 力 と 自 立す る 力 の 育 成 」「 豊 か な 心 と

健 や か な 体 の 育 成 」「 質 の 高 い 学 校 教育 を 推 進 す る た め の 環 境 の 充

実」「学校・家庭・地域の連携と教育力の向上」「生涯にわたる学び

の 支 援 と 文 化 芸 術 の 振 興 」「 ス ポ ー ツ及 び レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 の

推進」を掲げ、様々な施策や事業を進めております。  

教 育 委 員 会 は 、「 地 方 教 育 行 政 の 組 織及 び 運 営 に 関 す る 法 律 」 第

２６条の規定に基づき、毎年、その権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を

作成し、議会に提出するとともに、公表することとなっております。 
この報告書は、伊奈町教育委員会が行った事務事業の点検評価の

結果をまとめたものです。各事業がどのように展開され、どのよう

な進捗状況にあるかを公表することにより、広くご意見をいただき、

今後の教育行政に生かすとともに、教育政策立案を的確に行い、効

果的な教育行政を推進していきたいと考えております。  
なお、本報告書は、第２期伊奈町教育振興基本計画のもとでの伊

奈町教育委員会事業についての点検評価となっております。  
 

令和５年１２月  
伊奈町教育委員会  

伊奈町教育委員会委員  
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Ⅰ 点 検 評 価 の基 本 方 針  

 

（１）趣旨  

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

が 一 部 改 正 さ れ 、 平 成 ２ ０ 年 ４ 月 か ら全 て の 教 育 委 員 会 は 、 毎 年 、

そ の 権 限 に 属 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点 検 及 び 評

価を行い、その結果を議会に提出するとともに、公表することとさ

れています。（法第２６条第１項）  
伊奈町教育委員会では、法の趣旨に則り効果的な教育行政の推進

に資するとともに、町民に対する説明責任を果たすため、令和４年

度 に 実 施 し た 教 育 に 関 す る 事 務 の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点

検評価を行い、本報告書を作成しました。  
 
（２）点検評価の対象及び方法  

対 象 と な る 点 検 評 価 は 、「 伊 奈 町 総 合振 興 計 画 」 実 施 計 画 （ 令 和

４年度版）に位置付けられている施策・事業のうち、令和４年度に

実施した事業としています。  
教育委員会の施策・事業の取組実績等を取りまとめ、自己評価を

行った後、その客観性を確保する観点から、教育に関して学識経験

を有する小林達也氏と渡辺暁男氏の２名の方より、ご意見ご助言を

いただきました。  
 

※《参 考》  地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）  

〔昭 和３ １年 ６ 月３ ０日 法律第１ ６ ２号 〕  

（教 育に 関す る 事務 の管 理及 び執 行 の状況の 点検 及び 評 価等 ）  

 

第２ ６条  教育 委員 会は、毎 年、そ の権 限に 属する事 務（ 前 条第 １項 の規 定 に

より 教育 長に 委 任さ れた 事務 その 他 教育長の 権限 に属 す る事 務（ 同条 第４

項の 規定 によ り 事務 局職 員等 に委 任 された事 務を 含む 。 ）を 含む 。） の管

理及 び執 行の 状 況に つい て点 検及 び 評価を行 い、 その 結 果に 関す る報 告書

を作 成し 、こ れ を議 会に 提出 する と ともに、 公表 しな け れば なら ない 。   

２  教育 委員 会 は、 前項 の点 検及 び 評価 を行 うに 当た っ ては 、教 育に 関し 学

識経 験を 有す る 者の 知見 の活 用を 図 るものと する 。  
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　　　　①　教育委員会組織機構図
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　　②　教育財政

議 会 費 115,042

総 務 費 1,899,404

民 生 費 5,786,767

衛 生 費 1,542,031

農 林 水 産 業 費 142,952

商 工 費 228,118

土 木 費 840,822

消 防 費 584,602

教 育 費 1,191,618

そ の 他 1,216,845

〈 総 計 〉 13,548,201

教 育 総 務 費 468,138

小 学 校 費 202,016

中 学 校 費 125,096

給食センター費 200,460

社 会 教 育 費 157,114

保 健 体 育 費 38,794

〈 総 計 〉 1,191,618

令和4年度決算の状況　（単位千円）
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3.3%

教育費歳出決算
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　　令和3年度 　　令和4年度
議 会 費 146,471 115,042

総 務 費 2,609,992 1,899,404

民 生 費 6,118,116 5,786,767

衛 生 費 1,445,095 1,542,031

農 林 水 産 業 費 89,594 142,952

商 工 費 211,748 228,118

土 木 費 825,447 840,822

消 防 費 619,239 584,602

教 育 費 1,217,953 1,191,618

そ の 他 1,189,656 1,216,845

〈 総 計 〉 14,473,311 13,548,201

　　令和3年度 　　令和4年度
教 育 総 務 費 386,297 468,138

小 学 校 費 310,840 202,016

中 学 校 費 111,238 125,096

給 食 セ ン タ ー 費 202,955 200,460

社 会 教 育 費 167,028 157,114

保 健 体 育 費 39,595 38,794

〈 総 計 〉 1,217,953 1,191,618

（単位千円）

歳出決算対前年比較　（単位千円）
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③ 伊奈町総合振興計画 基本構想の概要 

日本一住んでみたいまちを目指して 
ずっと住みたい 緑にあふれた キラキラ光る元気なまち 

（伊奈町の将来像） 
 

 
 

 
 将来像実現のための基本目標  

 
第１章 防災・減災 みんなで考え 行動するまち 

～安心・安全なまちに暮らす～ 
 町民一人一人の生活を守る観点から災害や事故、犯罪を減らし、安心で安全に暮らすことの

できるまちを目指します。 
自然災害の発生に備えるとともに、万が一災害に遭っても地域住民が相互に支え合い、安心

して暮らすことのできる地域社会を形成します。 
広域化による消防・救急体制の充実やまちぐるみによる地域防犯や交通安全活動、さらには

安心な消費生活を支援し、町民一人一人の安心・安全を守る施策の充実を図ります。 
 

第２章 いきいき 元気 健康長寿のまち 
～健康で心安らぐまちに暮らす～ 

 すべての町民が元気で、心身ともに健康で長生きができ、お互いに助け合い、支え合う地域

社会の中で、生きがいをもって心豊かに暮らすことのできるまちを目指します。 
町民一人一人の健康づくりを支援し、地域において安心して医療を受けられる環境を整えま

す。 
子供や高齢者、障がい者などを地域で支えることができるよう、地域コミュニティ活動を活

性化する一方、高齢者や障がい者の自立生活支援、サービス提供体制の充実を図ります。 
 

第３章 人を育て はじける笑顔 輝くまち 
～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 家庭の大切さや地域の中での支え合いを基本にしながら、安心して子供を育てることがで

き、町民の誰もが学ぶことの楽しさを感じられ、身近に文化芸術、スポーツ・レクリエーショ

ンに親しむことのできるまちを目指します。子供と子育て家庭を地域ぐるみで支える仕組みを

つくります。 
子供が楽しく学び、生きる力を育む魅力ある学校づくりを推進するとともに、青少年の健全

育成を推進するなど将来を担う人材の育成に努めます。生涯学習、文化芸術、スポーツ・レク

リエーションなど町民の多様な活動を支援し、その活性化を図ります。 
 

第４章 キラキラ光る ずっと住み続けたいまち 
～緑あふれる、にぎわいのあるまちに暮らす～ 

 豊かな緑を守るとともに、身近な緑を広げ、緑豊かなまちをつくります。環境への負荷を抑

制した循環型社会の構築と、暮らしの充実に必要な機能やサービスの集積など、地域の魅力向

上を図ります。 
また、地球温暖化対策やごみの適正処理などによる環境への配慮に努めます。 
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良好な市街地を形成するとともに、町の骨格を形成する都市計画道路の整備を促進します。 
公共交通については、利便性を高め、利用の促進を図ります。 
町の発展を促す産業経済については都市農業の振興、商工業活動の活性化を促します。 
また、にぎわいのある空間形成や地域の拠点となる活気ある商業を育てるとともに、地域の

様々な資源を生かし、まちの魅力を町内外に発信し、誘客に努めます。 
 

第５章 共につくる 未来につながるまち 
～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 

 町民参画による開かれた法制と経営的視点に立った行政運営を行うことにより、質の高い法

制運営を目指します。 
町民の声が行政にしっかり届き、活かされる仕組みをつくるとともに、地域の課題解決や地

域おこしを協働で推進するための環境を整備します。 
また協働にあたっては、町内に立地する県民活動総合センターをはじめとする県施設との連

携と活用を勧めます。 
これからの行財政運営にあたっては、これまで培ってきた地域資源などのストックを十分に

活用し、最少の費用で最大の効果を引き出す経営的視点を重視します。 
また、お互いの人権が尊重され、平和に暮らすことのできる共生のまちづくりを推進します。 

 
 
 

 

 

 

 

教育分野の取組 

 

第３章 人を育て はじける笑顔 輝くまち 

～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 

第５章 共につくる 未来につながるまち 

～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 
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④教育施策の体系 

第３章 人を育てはじける笑顔 輝くまち～豊かな心を育むまちに暮らす～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節 子ども・子育て支援の充実 

 

 

 

 
 

第２節 確かな学力と自立する力の育成 

 

 

 

 
 

 

第３節 豊かな心と健やかな体の育成 

 

 

 

 

 
 

第４節 質の高い学校教育を推進する 

    ための環境の充実 

 

 
 

第５節 学校・家庭・地域の連携と教育

力の向上 

 

 
 

 

第６節 生涯にわたる学びの支援と 

    文化芸術の振興 

 

 

第７節 スポーツ及びレクリエーション 

    活動の推進 

 

１．子ども・子育て支援新制度の推進 

２．保育サービスの充実 

３．子育て家庭の支援 

４．地域の子育て支援 

５．子どもの健やかな成長支援 

 

１．学力の向上 

２．新しい時代に対応した教育の推進 

３．進路指導・キャリア教育の充実 

４．幼児教育との連携の推進 

５．特別支援教育の充実 

６. 不登校児童生徒への支援 

 

１．豊かな心の育成 

２．いじめの防止対策の推進 

３．生徒指導の充実 

４．人権を尊重した教育の推進 

５．児童生徒の健康の保持・増進 

６．体力の向上と学校体育活動の推進 

 

１．学校の組織運営の改善 

２．子どもたちの安心・安全の確保 

３．学習環境の整備・充実 

４．学校給食の充実 

 

１．家庭教育支援体制の充実 

２．地域の教育力の向上 

３．学校・家庭・地域が一体となった教育の推進 

４．コミュニティ・スクール(学校運営協議会)の 

  設置及び推進  

 

１．学び合いの生涯学習の推進 

２．文化芸術の振興と伝統文化の継承 

３．文化財及び町史資料の保護・保存・活用 

 

１．スポーツを通じた元気なまちづくり 

２．スポーツ・レクリエーション事業の充実 
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第５節 人権尊重と 

    平和意識の啓発推進 

第５章 共につくる未来につながるまち～町民と行政が協働するまちに暮らす～ 

   

 １人権・同和教育啓発の推進 
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第３章　豊かな心を育むまちに暮らす人を育て はじける笑顔　輝くまち

　第２節　確かな学力と自立する力の育成 ５ 児童生徒の健康の保持・増進

１ 学力の向上
17 学校保健関連事業

1 英語検定促進事業 18 新型コロナウイルス感染症対策学校保健対策事業

2 教育研究・研修事業
６ 体力の向上と学校体育活動の推進

3 小学校児童援助奨励事業 19 教育指導事業

4 中学校生徒援助奨励事業
第４節　

２ 新しい時代に対応した教育の推進 １ 学校の組織運営の改善

5 英語指導助手活用事業 20 学校現場における業務改善加速事業

３ 進路指導・キャリア教育の充実
21 スクール・サポート・スタッフ配置事業

6 教育指導事業 22 統合型校務支援システム運営事業

7 奨学資金貸付事業 23 小学校運営事業

４ 幼児教育との連携の推進
24 中学校運営事業

8 幼児教育振興協議会運営事業
２ 子どもたちの安心・安全の確保

５ 特別支援教育の充実
25 コミュニティ・スクール推進事業

9 小学校児童援助奨励事業
３ 学習環境の整備・充実

10 中学校生徒援助奨励事業 26 小学校整備事業

６ 不登校児童生徒への支援
27 中学校整備事業

11 教育センター運営事業 28 小学校内管理事業

29 中学校内管理事業

　第３節　豊かな心と健やかな体の育成
30 小学校施設維持管理事業

１ 豊かな心の育成
31 中学校施設維持管理事業

12 教育指導事業 32 小学校教科備品等購入事業

２ いじめの防止対策の推進
33 中学校教科備品等購入事業

13 教育センター運営事業 34 町立小中学校ＩＣＴ教育環境整備事業

14 いじめ問題対策事業 35 町立小中学校ＩＣＴ教育環境維持管理事業

３ 生徒指導の充実
36

新型コロナウイルス感染症対策小中学校施
設消毒事業

15 教育補助員等配置事業 37 教育指導事業

４ 人権を尊重した教育の推進 ４ 学校給食の充実

16 教育指導事業 38 給食センター管理事務費

39 給食センター施設維持管理事業

40 給食センター運営事業

41 給食センター整備事業

⑤　対象事業の一覧　※各施策に対する教育委員会該当事業

　～豊かな心を育むまちに暮らす

質の高い学校教育を推進するための環境の充実

9



第５節 学校・家庭・地域の連携と教育力の向上 第７節　スポーツ及びレクリエーション活動の推進

１ 家庭教育支援体制の充実 １ スポーツを通じた元気なまちづくり

42 社会教育振興事業 58 体育施設維持管理事業

２ 地域の教育力の向上 ２ スポーツ・レクリエーション事業の充実

43 二十歳の集い実施事業 59 スポーツレクリエーション振興事業

44 青少年健全育成推進事業 60 友好都市スポーツ交流事業

45 社会教育振興事業

46 コミュニティ・スクール推進事業

生涯にわたる学びの支援と文化芸術の振興

１ 学び合いの生涯学習の推進

47 生涯学習推進事業

48 ふれあい活動センター運営管理事業

49 公民館運営事業

50 図書館運営管理事業

２ 文化芸術の振興と伝統文化の継承

51 総合文化祭実施事業

52 文化芸術振興事業

３ 文化財及び町史資料の保護・保存・活用

53 文化財保護事業

54 郷土資料館運営事業

55 町史編集事務費

56 伊奈氏屋敷跡保存活用事業

57 忠次公による情報発信事業

第５章　豊かな心を育むまちに暮らす共につくる 未来につながるまち ～町民と行政が協働するまちに暮らす～

　第５節　人権尊重と平和意識の啓発推進

１ 人権・同和教育啓発の推進

61 人権教育事業

３ 学校・家庭・地域が一体となった教育の推進

４ コミュニティ・スクール（学校運営協議会）の
設置及び推進

第６節　
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Ⅱ 令 和 ４年 度 実 施 事 業 の点 検 評 価 結 果  

 

令和４年度実施の事業点検評価については、７ページの「教育施

策の体系」ごとに施策の評価を行い、その達成度等を評価していま

す。（行政評価表）  

また、それぞれの教育施策に付随する事業ごとに更に評価を行い、

それぞれの課題を明確化しています。（事務事業の評価・課題）  
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

１
．

学
力

の
向

上
】

　
Ｐ

１
７

、
【

施
策

の
内

容
】

の
「

今
後

・
・

の
欄

」
の

１
項

目
目

は
、

「
個

別
最

適
な

学
び

」
に

つ
い

て
言

及
さ

れ
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
　

と
て

も
重

要
な

点
を

取
り

上
げ

て
い

る
と

捉
え

て
い

ま
す

。
指

導
の

個
別

化
と

学
習

の
個

性
化

を
踏

ま
え

た
学

び
の

展
開

を
教

育
委

員
会

で
主

導
く

だ
さ

い
。

　
【

目
標

値
】

と
し

て
、

県
学

調
、

英
検

３
級

を
指

標
と

し
、

数
値

が
明

記
さ

れ
て

い
る

の
で

具
体

性
が

あ
る

。
　

Ｐ
１

９
、

オ
ン

ラ
イ

ン
通

信
費

は
、

今
日

的
な

課
題

で
あ

る
と

認
識

し
ま

し
た

。
費

目
追

加
は

妥
当

で
あ

る
と

も
考

え
ま

す
。

　
現

行
の

就
学

援
助

費
制

度
の

公
正

公
平

な
運

用
を

実
施

し
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
今

後
も

、
継

続
し

て
、

正
確

さ
を

保
持

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
の

考
え

を
持

っ
て

お
り

ま
す

。
　

「
次

年
度

・
・

・
」

と
し

て
、

必
要

に
応

じ
見

直
し

を
検

討
と

の
記

述
が

あ
り

ま
す

。
難

し
い

内
容

と
は

考
え

ま
す

が
、

行
政

の
重

要
な

姿
勢

で
あ

る
と

解
し

ま
す

。

　
【

１
．

学
力

の
向

上
】

　
学

力
・

学
習

調
査

の
活

用
、

英
検

受
験

へ
の

支
援

、
就

学
支

援
制

度
に

よ
り

、
学

力
の

向
上

が
図

ら
れ

成
果

が
表

れ
て

い
ま

す
。

学
力

の
向

上
は

、
人

間
と

し
て

の
成

熟
す

る
事

と
深

く
結

び
つ

い
て

い
ま

す
の

で
、

こ
れ

ま
で

と
同

様
に

人
間

教
育

に
も

力
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

　
【

２
．

新
し

い
時

代
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
】

　
Ａ

Ｌ
Ｔ

派
遣

、
小

学
校

４
名

、
中

学
校

２
名

の
実

績
は

、
教

育
委

員
会

の
意

志
と

尽
力

と
し

て
捉

え
ま

し
た

。
　

「
授

業
以

外
で

の
活

用
」

に
つ

い
て

も
言

及
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
と

て
も

大
切

な
視

点
を

教
育

委
員

会
が

持
っ

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

　
Ｐ

２
２

に
は

「
課

題
」

と
し

て
、

「
各

校
１

名
以

上
の

配
置

」
と

具
体

的
に

明
記

さ
れ

て
い

る
。

成
果

の
具

体
的

な
分

析
を

通
し

た
検

討
を

継
続

く
だ

さ
い

。

　
【

２
．

新
し

い
時

代
に

対
応

し
た

教
育

の
推

進
】

　
A

L
T

を
用

い
た

授
業

を
行

う
事

で
、

生
き

た
英

語
に

触
れ

、
英

語
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

事
を

体
験

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ま

た
IC

T
を

用
い

た
授

業
を

通
し

て
効

果
的

な
学

習
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
に

お
い

て
も

時
代

や
社

会
の

変
化

に
応

じ
た

教
育

が
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
【

３
．

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

】
　

Ｐ
２

３
、

「
キ

ャ
リ

ア
・

パ
ス

ポ
ー

ト
」

充
実

の
指

導
に

か
か

り
、

教
育

委
員

会
が

各
小

中
学

校
を

主
導

し
て

い
る

と
理

解
し

ま
し

た
。

　
社

会
体

験
事

業
実

施
に

際
し

、
小

針
中

へ
の

対
応

は
評

価
で

き
ま

す
。

各
課

の
協

力
、

教
育

委
員

会
の

調
整

、
ご

苦
労

様
で

す
。

　
Ｐ

２
５

、
重

要
な

制
度

と
し

て
、

教
育

委
員

会
が

公
正

公
平

な
執

行
を

掌
理

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

「
次

年
度

・
・

・
」

に
も

記
述

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

制
度

が
現

状
と

乖
離

し
て

は
な

り
ま

せ
ん

。
先

手
先

手
で

制
度

設
計

を
検

討
す

る
旨

が
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

教
育

委
員

会
の

姿
勢

は
よ

い
と

考
え

ま
す

。

　
【

３
．

進
路

指
導

・
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

】
　

中
学

生
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

や
役

場
各

課
と

の
交

流
、

9
年

間
に

わ
た

る
キ

ャ
リ

ア
教

育
、

奨
学

資
金

貸
付

制
度

に
よ

っ
て

進
路

指
導

や
支

援
活

動
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

今
後

も
児

童
生

徒
が

将
来

を
見

据
え

て
学

ぶ
事

の
意

義
を

深
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

指
導

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

　
【

４
．

幼
児

教
育

と
の

連
携

の
推

進
】

　
幼

稚
園

、
保

育
園

、
小

学
校

の
連

携
は

、
極

め
て

重
要

で
す

が
、

教
育

委
員

会
が

積
極

的
に

、
連

携
強

化
を

推
進

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
　

子
ど

も
の

成
長

過
程

に
お

い
て

、
ど

の
段

階
で

課
題

を
見

出
せ

る
か

は
難

題
で

す
。

そ
れ

ゆ
え

に
、

本
人

、
保

護
者

の
た

め
に

も
粘

り
強

く
、

敢
て

言
う

な
ら

ば
、

妥
協

せ
ず

に
お

取
り

組
み

を
お

願
い

し
ま

す
。

　
個

人
を

取
り

巻
く

、
多

種
多

難
な

状
況

も
あ

る
と

解
し

て
い

ま
す

が
、

「
施

策
実

現
の

た
め

・
・

・
・

」
に

記
載

が
あ

る
よ

う
に

、
「

関
係

機
関

と
の

連
携

」
を

企
図

く
だ

さ
い

。
　

ま
た

、
「

お
互

い
が

顔
を

合
わ

せ
協

議
」

と
あ

り
ま

す
。

教
育

委
員

会
の

尽
力

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
　

「
次

年
度

・
・

・
」

に
、

教
員

の
育

成
と

あ
り

ま
す

。
た

い
へ

ん
大

切
な

視
点

と
解

し
て

い
ま

す
。

鋭
意

、
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

し
ょ

う

　
【

４
．

幼
児

教
育

と
の

連
携

の
推

進
】

　
幼

児
教

育
振

興
協

議
会

を
開

催
し

て
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
と

の
情

報
共

有
を

図
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
小

1
プ

ロ
ブ

レ
ム

等
の

課
題

の
解

決
の

た
め

に
は

、
教

育
者

同
士

が
信

頼
関

係
を

持
っ

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

の
で

、
今

後
も

こ
の

連
携

関
係

が
維

持
さ

れ
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

　
【

５
．

特
別

支
援

教
育

の
充

実
】

　
Ｄ

＆
Ｉ

時
代

と
も

い
わ

れ
て

い
る

の
で

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

教
育

委
員

会
の

牽
引

が
重

要
な

施
策

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
私

見
と

し
て

、
特

別
支

援
教

育
も

変
化

の
と

き
を

迎
え

て
い

る
と

捉
え

て
い

ま
す

。
い

ろ
い

ろ
な

主
張

を
も

つ
ご

家
庭

も
あ

る
と

考
え

ま
す

が
、

柔
軟

な
制

度
運

用
を

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
愚

考
し

て
お

り
ま

す
。

　
就

学
奨

励
費

制
度

は
、

公
平

公
正

に
運

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。

　
【

５
．

特
別

支
援

教
育

の
充

実
】

　
特

別
支

援
教

育
就

学
奨

励
費

制
度

に
よ

り
保

護
者

に
対

し
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
い

ま
し

た
。

特
別

支
援

教
育

の
更

な
る

充
実

を
目

指
し

、
保

護
者

と
の

信
頼

関
係

、
教

員
の

質
の

向
上

、
児

童
生

徒
へ

の
指

導
力

の
充

実
が

な
さ

れ
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

令
和

５
年

度
　

伊
奈

町
教

育
委

員
会

事
業

点
検

評
価

報
告

書
　

施
策

に
対

す
る

意
見

　
一

覧

第
３

章

第
２

節
確

か
な

学
力

と
自

立
す

る
力

の
育

成
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

６
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
】

　
町

内
に

お
い

て
も

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
教

育
委

員
会

を
核

に
、

各
種

相
談

員
が

組
織

的
に

対
応

し
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
　

対
面

で
の

相
談

の
場

や
機

会
は

大
切

で
す

か
ら

、
保

持
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
　

派
遣

数
、

措
置

人
数

に
は

上
限

が
あ

る
中

、
個

々
の

支
援

員
の

働
き

に
よ

り
、

き
め

細
か

い
対

応
が

実
現

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

「
次

年
度

・
・

・
」

に
記

載
が

あ
り

ま
す

が
、

「
い

じ
め

」
「

児
童

虐
待

」
と

の
関

連
も

考
慮

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
、

難
し

い
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
施

策
で

す
。

そ
の

た
め

に
も

、
早

期
着

手
を

旨
に

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

　
校

長
先

生
、

教
頭

先
生

、
主

幹
教

諭
の

先
生

方
に

は
、

学
校

・
支

援
員

と
の

「
き

め
細

か
な

報
・

連
・

相
」

を
踏

ま
え

た
一

致
し

た
指

導
を

推
進

い
た

だ
き

た
い

と
考

え
ま

し
た

。
　

教
育

セ
ン

タ
ー

で
の

「
補

充
学

習
」

の
取

組
、

関
係

各
所

の
皆

様
の

尽
力

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。

　
【

６
．

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
】

　
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
て

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

く
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

こ
の

問
題

は
、

本
人

の
心

に
寄

り
添

う
指

導
を

行
う

こ
と

が
大

切
で

す
の

で
、

共
感

す
る

こ
と

の
で

き
る

教
員

を
育

成
し

て
い

く
こ

と
に

も
力

を
入

れ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

１
．

豊
か

な
心

の
育

成
】

　
内

的
な

心
情

、
判

断
、

意
欲

と
と

も
に

外
的

な
行

動
を

重
視

し
て

い
る

こ
と

が
、

「
学

校
フ

ァ
ー

ム
、

体
験

活
動

、
読

書
活

動
、

花
い

っ
ぱ

い
運

動
」

の
文

言
か

ら
分

か
り

ま
す

。
　

学
校

で
は

、
道

徳
の

授
業

が
核

と
な

り
ま

す
が

、
教

育
委

員
会

が
伊

奈
町

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
を

通
し

て
、

同
一

歩
調

で
の

指
導

を
充

実
、

推
進

し
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
　

「
考

え
議

論
す

る
道

徳
を

推
進

」
と

の
文

言
も

記
載

さ
れ

て
お

り
、

教
育

委
員

会
の

姿
勢

が
明

確
で

あ
る

と
解

し
て

い
ま

す
。

　
指

標
と

し
て

、
県

学
調

「
規

律
あ

る
態

度
」

を
用

い
て

い
る

の
も

妥
当

と
考

え
ま

す
。

目
標

達
成

に
向

け
、

継
続

し
て

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

　
【

１
．

豊
か

な
心

の
育

成
】

　
児

童
生

徒
の

心
の

育
成

の
た

め
の

諸
活

動
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

伴
い

懸
念

さ
れ

る
事

象
に

対
す

る
指

導
、

道
徳

教
育

推
進

委
員

会
に

よ
る

研
究

会
等

に
よ

り
、

豊
か

な
心

の
育

成
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
体

験
と

学
び

、
そ

し
て

伝
え

る
人

と
の

人
格

的
交

わ
り

を
通

し
て

、
豊

か
な

心
の

育
成

が
継

続
的

に
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
【

２
．

い
じ

め
の

防
止

対
策

の
推

進
】

　
本

施
策

は
、

細
心

の
注

意
、

早
期

の
対

応
等

を
求

め
ら

れ
る

重
要

な
事

業
で

す
が

、
認

知
件

数
を

は
じ

め
関

連
す

る
数

値
の

記
載

が
な

い
の

で
、

実
態

が
よ

く
分

か
ら

な
い

と
の

印
象

を
持

ち
ま

し
た

。
　

不
登

校
対

策
の

施
策

と
連

動
し

な
が

ら
推

進
す

る
の

が
合

理
的

な
組

織
対

応
で

す
か

ら
、

教
育

委
員

会
が

小
中

学
校

を
リ

ー
ド

く
だ

さ
い

。
　

昨
今

、
い

じ
め

を
起

因
と

し
た

不
登

校
重

大
事

案
に

際
し

、
学

校
や

行
政

の
対

応
遅

れ
が

報
道

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

釈
迦

に
説

法
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、

他
行

政
の

事
例

を
他

山
の

石
と

し
て

、
誠

実
、

真
摯

な
対

応
が

生
徒

、
保

護
者

、
町

民
の

信
頼

を
得

る
こ

と
に

な
る

と
浅

慮
し

て
お

り
ま

す
。

　
【

２
．

い
じ

め
の

防
止

対
策

の
推

進
】

指
導

専
門

員
、

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
て

相
談

者
に

対
応

し
、

未
然

防
止

、
早

期
発

見
、

早
期

対
応

、
再

発
防

止
に

取
り

組
み

ま
し

た
。

い
じ

め
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
な

環
境

づ
く

り
と

同
時

に
、

い
じ

め
は

だ
れ

の
心

に
も

あ
る

と
い

う
認

識
に

立
っ

て
対

応
し

て
い

く
こ

と
が

大
切

で
す

。

　
【

３
．

生
徒

指
導

の
充

実
】

　
児

童
生

徒
は

膨
大

な
情

報
過

多
の

環
境

に
あ

る
だ

け
に

、
健

全
育

成
に

と
っ

て
は

逆
風

と
の

観
を

持
っ

て
い

ま
す

。
と

り
わ

け
家

庭
で

の
情

報
制

限
能

力
に

は
一

抹
の

不
安

も
あ

り
ま

す
。

　
上

記
、

施
策

の
概

要
に

は
、

「
子

供
た

ち
を

守
る

」
と

あ
り

ま
す

か
ら

、
こ

の
一

点
を

目
途

に
指

導
を

展
開

い
た

だ
け

れ
ば

と
考

え
ま

す
。

　
今

後
も

非
行

・
問

題
行

動
の

際
に

は
、

子
ど

も
た

ち
の

居
場

所
と

し
て

の
「

学
校

」
を

準
備

し
、

粘
り

強
く

指
導

く
だ

さ
い

。
　

「
施

策
を

達
成

す
る

う
え

・
・

・
」

に
、

「
担

任
と

教
育

補
助

員
が

連
携

」
と

の
文

言
が

あ
り

ま
す

。
「

担
任

」
と

明
確

に
し

た
記

載
は

、
そ

の
通

り
で

あ
る

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
【

３
．

生
徒

指
導

の
充

実
】

　
さ

わ
や

か
相

談
員

、
い

き
い

き
先

生
、

特
別

支
援

教
育

支
援

員
、

日
本

語
支

援
員

等
を

配
置

に
て

、
生

徒
指

導
の

充
実

を
図

り
ま

し
た

。
引

き
続

い
て

児
童

生
徒

を
取

り
巻

く
様

々
な

問
題

や
課

題
を

、
子

供
の

視
点

に
立

っ
て

受
容

し
な

が
ら

解
決

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

４
．

人
権

を
尊

重
し

た
教

育
の

推
進

】
　

自
他

の
人

権
を

尊
重

す
る

と
の

考
え

方
・

行
動

を
生

徒
一

人
ひ

と
り

に
身

に
付

け
て

も
ら

い
た

い
で

す
。

　
「

人
権

」
と

い
う

授
業

は
あ

り
ま

せ
ん

か
ら

、
健

全
育

成
と

同
じ

で
す

が
、

日
々

の
学

校
生

活
や

人
間

関
係

を
通

し
て

育
て

ざ
る

を
得

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
評

価
表

に
も

「
共

感
的

に
理

解
」

と
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
学

校
内

、
学

級
内

に
。

共
感

的
な

人
間

関
係

を
醸

成
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。
　

中
学

校
で

は
、

担
任

の
先

生
と

の
「

道
徳

」
、

「
特

別
活

動
」

や
「

朝
の

会
・

帰
り

の
会

」
を

貴
重

な
時

間
と

し
て

質
的

向
上

を
目

指
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。
　

Ｐ
４

０
に

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

と
の

関
連

と
表

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

た
い

へ
ん

よ
い

視
点

と
捉

え
ま

し
た

。

　
【

４
．

人
権

を
尊

重
し

た
教

育
の

推
進

】
　

道
徳

の
授

業
の

充
実

に
よ

り
、

人
権

課
題

に
対

応
で

き
る

児
童

生
徒

の
育

成
を

図
り

ま
し

た
。

引
き

続
き

命
の

尊
さ

や
自

分
を

愛
し

他
者

を
愛

す
る

こ
と

、
違

い
を

認
め

合
う

こ
と

を
学

び
と

実
践

を
も

っ
て

深
め

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

第
３

章

第
３

節
豊

か
な

心
と

健
や

か
な

体
の

育
成
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施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

５
．

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
】

　
法

令
等

に
則

っ
た

対
応

を
今

後
と

も
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
各

健
診

が
法

規
定

に
基

づ
き

、
確

実
に

実
施

で
き

た
こ

と
を

読
み

取
り

ま
し

た
。

受
診

・
治

療
の

指
導

つ
い

て
は

、
保

護
者

と
の

連
携

協
力

を
と

お
し

て
完

治
を

意
識

づ
け

く
だ

さ
い

。
　

コ
ロ

ナ
対

応
は

ひ
と

段
落

と
解

し
て

い
ま

す
。

　
継

続
し

て
、

「
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

」
、

「
熱

中
症

」
へ

の
対

応
と

し
て

、
予

防
措

置
、

予
防

策
を

重
視

し
て

い
た

だ
き

、
法

令
等

に
即

し
た

万
全

な
措

置
を

お
願

い
し

ま
す

。

　
【

５
．

児
童

生
徒

の
健

康
の

保
持

・
増

進
】

　
コ

ロ
ナ

禍
の

中
に

あ
っ

て
も

、
児

童
生

徒
、

教
職

員
の

健
康

診
断

等
に

よ
り

健
康

増
進

を
図

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

今
後

に
お

い
て

の
新

た
な

感
染

症
対

策
に

お
い

て
、

こ
の

経
験

を
生

か
し

て
も

ら
い

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

６
．

体
力

の
向

上
と

学
校

体
育

活
動

の
推

進
】

　
「

新
体

力
テ

ス
ト

」
を

指
標

と
し

て
い

る
こ

と
は

、
妥

当
性

が
あ

る
と

考
え

ま
す

。
　

テ
ス

ト
項

目
ご

と
の

結
果

を
参

考
に

、
各

学
校

で
の

取
組

に
期

待
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

　
プ

ロ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
チ

ー
ム

と
の

交
流

活
動

、
担

当
課

の
大

き
な

成
果

と
捉

え
ま

し
た

。
　

中
学

校
部

活
指

導
に

も
言

及
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
「

地
域

移
行

」
と

の
表

記
が

あ
り

、
「

取
り

組
ん

で
行

く
」

、
と

も
書

か
れ

て
い

ま
す

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

　
【

６
．

体
力

の
向

上
と

学
校

体
育

活
動

の
推

進
】

　
体

力
向

上
推

進
委

員
会

、
運

動
好

き
の

児
童

生
徒

の
育

成
、

中
学

部
活

の
外

部
指

導
者

、
プ

ロ
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
の

選
手

と
の

交
流

を
通

し
て

、
体

力
向

上
に

向
け

た
活

動
を

推
進

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
運

動
好

き
で

な
い

児
童

生
徒

や
、

部
活

動
に

時
間

を
取

ら
れ

た
く

な
い

生
徒

に
対

し
て

も
、

何
ら

か
の

目
標

を
設

定
し

て
評

価
し

励
ま

す
指

導
も

大
切

だ
と

思
い

ま
す

。

　
【

１
．

学
校

の
組

織
運

営
の

改
善

】
　

Ｐ
４

５
、

「
第

６
次

・
・

・
」

と
し

て
、

「
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

組
織

体
制

」
「

業
務

の
量

的
軽

減
と

質
的

転
換

を
図

っ
て

い
く

」
と

あ
り

ま
す

の
で

、
施

策
と

し
て

明
確

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
は

、
多

岐
に

わ
た

る
執

務
を

一
元

的
に

管
理

、
処

理
に

有
効

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

　
Ｐ

４
９

、
学

校
の

施
設

や
設

備
の

整
備

が
、

担
当

課
の

対
応

に
よ

り
円

滑
に

行
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

　
【

１
．

学
校

の
組

織
運

営
の

改
善

】
　

ス
ク

ー
ル

サ
ポ

ー
ト

ス
タ

ッ
フ

を
全

校
に

配
置

す
る

こ
と

で
、

業
務

時
間

の
削

減
が

で
き

教
育

活
動

の
質

の
向

上
が

図
れ

た
。

ま
た

、
学

校
運

営
や

施
設

環
境

整
備

に
つ

い
て

現
場

と
連

携
を

緊
密

に
と

り
、

施
設

の
対

応
や

適
切

な
教

育
環

境
が

確
保

さ
れ

ま
し

た
。

引
き

続
き

、
子

供
た

ち
の

教
育

環
境

の
整

備
と

向
上

の
た

め
に

あ
ら

ゆ
る

手
段

を
用

い
て

支
援

し
て

い
っ

て
も

ら
い

た
い

で
す

。

　
【

２
．

子
ど

も
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

】
　

地
域

と
連

携
し

た
見

守
り

活
動

が
展

開
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
　

「
次

年
度

以
降

に
・

・
・

」
の

欄
に

、
「

形
式

的
な

も
の

に
と

ど
ま

ら
ず

・
・

」
と

、
あ

り
ま

す
。

担
当

課
の

改
善

意
欲

を
感

じ
ま

す
。

　
【

２
．

子
ど

も
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

】
　

避
難

訓
練

、
交

通
安

全
教

室
、

地
域

の
協

力
に

よ
っ

て
子

ど
も

た
ち

の
安

心
安

全
対

策
に

と
り

組
み

ま
し

た
。

今
後

も
地

域
と

の
連

携
を

緊
密

に
行

い
な

が
ら

安
心

安
全

を
強

化
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
【

３
．

学
習

環
境

の
整

備
・

充
実

】
　

Ｐ
５

３
、

学
校

の
施

設
や

設
備

の
整

備
が

、
担

当
課

の
対

応
に

よ
り

円
滑

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
　

IC
T

教
育

や
C

B
T

対
応

は
、

充
実

を
求

め
ら

れ
る

分
野

に
な

り
ま

す
。

環
境

整
備

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

　
学

校
プ

ー
ル

は
本

シ
ー

ト
が

該
当

か
は

不
明

で
す

が
、

検
討

事
項

と
考

え
ま

す
。

　
P

５
９

、
IC

T
の

活
用

に
つ

い
て

は
、

教
育

委
員

会
と

各
学

校
が

連
携

し
て

推
進

さ
せ

る
こ

と
に

期
待

し
て

い
ま

す
。

　
【

３
．

学
習

環
境

の
整

備
・

充
実

】
　

ト
イ

レ
等

の
改

修
工

事
、

消
防

設
備

の
改

修
、

芝
生

管
理

、
緊

急
修

繕
、

配
信

用
端

末
の

整
備

、
教

材
の

整
備

、
IC

T
支

援
員

の
配

置
、

教
材

教
具

店
の

排
滓

等
に

よ
り

学
習

環
境

の
整

備
・

充
実

が
な

さ
れ

ま
し

た
。

引
き

続
き

状
況

に
応

じ
、

か
つ

計
画

的
に

充
実

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

　
【

４
．

学
校

給
食

の
充

実
】

　
施

策
の

達
成

度
と

し
て

、
「

衛
生

基
準

に
基

づ
く

管
理

」
「

安
心

安
全

な
給

食
を

提
供

で
き

た
」

と
あ

り
ま

す
。

関
係

課
、

給
食

セ
ン

タ
ー

、
学

校
、

の
取

組
の

成
果

と
理

解
し

ま
し

た
。

　
食

物
ア

レ
ル

ギ
ー

対
応

は
極

め
て

重
大

な
内

容
で

す
が

、
年

度
当

初
の

申
告

に
も

と
づ

く
遺

漏
な

い
個

人
把

握
を

継
続

く
だ

さ
い

。
　

各
学

校
で

は
、

給
食

セ
ン

タ
ー

、
調

理
ス

タ
ッ

フ
へ

の
感

謝
に

つ
い

て
も

従
前

ど
お

り
ご

指
導

く
だ

さ
い

。

　
【

４
．

学
校

給
食

の
充

実
】

　
衛

生
基

準
に

よ
る

管
理

を
行

い
つ

つ
、

安
心

安
全

な
給

食
を

提
供

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
毎

日
の

業
務

で
す

の
で

機
器

の
管

理
更

新
を

適
切

に
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

１
．

家
庭

教
育

支
援

体
制

の
充

実
】

　
「

施
策

の
概

要
」

と
し

て
、

「
家

庭
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

機
会

」
「

親
子

が
ふ

れ
あ

う
共

同
体

験
の

場
」

「
互

い
に

交
流

す
る

場
」

と
あ

り
ま

す
。

　
具

体
的

な
活

動
が

そ
れ

ぞ
れ

に
あ

る
こ

と
と

解
し

て
お

り
ま

す
。

今
後

に
向

け
て

、
従

前
主

義
を

廃
し

て
施

策
内

容
を

検
討

く
だ

さ
い

。

　
【

１
．

家
庭

教
育

支
援

体
制

の
充

実
】

　
P

T
A

連
合

会
等

に
よ

り
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
家

庭
教

育
学

級
を

開
催

し
ま

し
た

が
、

親
の

学
習

子
育

て
講

座
は

開
催

せ
ず

に
資

料
を

配
布

し
ま

し
た

。
コ

ロ
ナ

禍
の

中
に

お
い

て
は

仕
方

の
な

い
対

応
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
こ

の
経

験
を

今
後

の
新

た
な

感
染

症
対

策
に

生
か

し
て

ほ
し

と
思

い
ま

す
。

　
【

２
．

地
域

の
教

育
力

の
向

上
】

　
指

標
が

、
成

人
式

出
席

率
と

し
て

明
確

に
な

っ
て

い
ま

す
の

で
、

達
成

に
向

け
努

力
を

継
続

く
だ

さ
い

。
　

【
２

．
地

域
の

教
育

力
の

向
上

】
　

「
成

人
式

」
を

「
伊

奈
町

二
十

歳
の

集
い

」
に

名
称

変
更

し
て

行
い

、
社

会
教

育
関

係
4

団
体

は
感

染
症

対
策

を
講

じ
て

野
外

活
動

を
行

い
、

地
域

ぐ
る

み
青

少
年

健
全

育
成

推
進

協
議

会
は

活
動

の
見

直
し

を
行

い
朝

の
挨

拶
運

動
を

再
開

し
ま

し
た

。
各

会
が

コ
ロ

ナ
対

策
を

講
じ

て
積

極
的

に
活

動
で

き
た

こ
と

を
評

価
し

ま
す

。

第
３

章

第
５

節
学

校
・
家

庭
・
地

域
の

連
携

と
教

育
力

の
向

上

第
３

章

第
４

節
質

の
高

い
学

校
教

育
を

推
進

す
る

た
め

の
環

境
の

充
実

14



施
　

策
　

名
学

識
経

験
者

学
識

経
験

者

　
【

３
．

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

な
っ

た
教

育
の

推
進

】
　

W
a
K

u
楽

体
験

学
習

」
の

運
営

、
担

当
課

の
努

力
で

展
開

で
き

た
と

解
し

て
い

ま
す

。
　

【
３

．
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

の
推

進
】

　
放

課
後

子
供

教
室

、
子

ど
も

防
災

教
室

は
コ

ロ
ナ

防
止

の
た

め
中

止
、

W
a
K

u
楽

体
験

教
室

は
定

員
の

半
分

以
下

で
実

施
さ

れ
ま

し
た

。
今

ま
で

制
限

さ
れ

て
い

た
こ

れ
ら

の
事

業
が

、
子

ど
も

た
ち

の
興

味
と

成
長

の
一

端
を

担
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

　
【

４
．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

の
設

置
及

び
推

進
】

　
本

施
策

を
通

し
て

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
の

連
携

が
進

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

　
「

次
年

度
・

・
・

」
と

し
て

、
「

熟
議

」
の

研
修

会
を

明
記

し
て

あ
り

ま
す

の
で

、
担

当
課

の
意

欲
と

姿
勢

が
分

か
り

ま
す

。

　
【

４
．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

の
設

置
及

び
推

進
】

　
子

供
た

ち
の

成
長

は
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

の
連

携
に

よ
っ

て
支

え
ら

れ
て

い
ま

す
。

学
校

は
開

か
れ

た
場

と
し

て
、

家
庭

は
子

ど
も

と
共

に
親

も
成

長
す

る
場

と
し

て
、

地
域

は
見

守
り

の
場

と
し

て
、

益
々

機
能

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

　
【

１
．

学
び

合
い

の
生

涯
学

習
の

推
進

】
　

「
施

策
の

概
要

」
と

し
て

、
「

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

学
習

機
会

の
拡

充
」

と
あ

り
ま

す
。

重
要

な
内

容
で

す
の

で
、

教
育

委
員

会
で

主
導

く
だ

さ
い

。
　

担
当

課
と

し
て

、
学

校
開

放
講

座
の

企
画

と
運

営
に

努
め

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

　
【

１
．

学
び

合
い

の
生

涯
学

習
の

推
進

】
　

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
も

学
校

開
放

講
座

、
パ

ソ
コ

ン
寺

子
屋

、
公

民
館

、
ふ

れ
あ

い
活

動
セ

ン
タ

ー
、

図
書

館
、

電
子

図
書

館
の

各
活

動
は

成
果

を
上

げ
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

の
今

、
更

な
る

充
実

し
た

活
動

が
期

待
さ

れ
ま

す
。

　
【

２
．

文
化

芸
術

の
振

興
と

伝
統

文
化

の
継

承
】

　
担

当
課

の
尽

力
に

よ
り

、
「

総
合

文
化

祭
」

「
美

術
展

覧
会

」
が

開
催

さ
れ

た
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

　
各

団
体

の
課

題
を

、
構

成
員

の
高

齢
化

、
会

員
の

減
少

と
２

点
明

記
し

て
い

ま
す

。
担

当
課

の
課

題
解

決
意

欲
と

捉
え

ま
し

た
。

　
【

２
．

文
化

芸
術

の
振

興
と

伝
統

文
化

の
継

承
】

　
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

規
模

の
縮

小
を

強
い

ら
れ

て
き

ま
し

た
が

、
文

化
芸

術
の

益
々

の
発

展
を

期
待

し
ま

す
。

そ
の

た
め

に
も

総
合

文
化

祭
を

は
じ

め
と

す
る

発
表

の
機

会
が

、
充

実
し

た
も

の
と

な
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
【

３
．

文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・

活
用

】
　

伊
奈

氏
屋

敷
跡

の
整

備
、

企
画

展
を

は
じ

め
、

各
文

化
財

の
発

掘
、

保
全

を
進

め
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
　

伊
奈

氏
の

認
知

度
が

向
上

し
て

い
る

の
は

う
れ

し
い

ニ
ュ

ー
ス

で
す

。
担

当
課

の
努

力
の

成
果

と
捉

え
て

い
ま

す
。

　
【

３
．

文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・

活
用

】
 　

出
土

遺
物

整
理

作
業

、
2

市
1

町
歴

史
・

文
化

的
交

流
に

関
す

る
協

定
に

よ
る

「
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

」
と

「
伊

奈
忠

次
展

」
、

伊
奈

屋
敷

跡
の

発
掘

調
査

と
説

明
会

、
郷

土
資

料
館

の
企

画
展

、
「

伊
奈

町
史

通
史

Ⅲ
」

等
に

よ
り

文
化

財
及

び
町

史
資

料
の

保
護

・
保

存
・

活
用

が
な

さ
れ

ま
し

た
。

今
後

も
郷

土
の

歴
史

や
文

化
を

知
り

、
学

び
、

発
信

す
る

こ
と

の
活

動
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
【

１
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

元
気

な
ま

ち
づ

く
り

】
　

設
備

の
瑕

疵
に

よ
る

事
故

が
時

々
報

道
さ

れ
ま

す
が

、
本

町
で

は
発

生
し

て
い

な
い

と
解

し
て

い
ま

す
。

事
故

発
生

ゼ
ロ

を
継

続
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。
　

「
見

回
り

、
破

損
箇

所
の

早
期

発
見

、
迅

速
な

修
繕

」
と

の
文

言
が

あ
り

ま
す

。
重

要
な

点
が

記
載

ら
れ

て
い

る
と

解
し

て
い

ま
す

。

　
【

１
．

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

元
気

な
ま

ち
づ

く
り

】
　

天
候

の
変

化
や

新
型

コ
ロ

ナ
の

状
況

に
応

じ
た

施
設

運
営

が
で

き
ま

し
た

。
備

品
等

、
劣

化
し

て
い

る
個

所
を

計
画

的
に

更
新

す
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
ス

ポ
ー

ツ
を

通
し

て
の

交
流

や
健

康
管

理
の

重
要

性
が

増
加

し
て

い
ま

す
の

で
、

適
切

に
管

理
さ

れ
さ

ら
に

多
く

の
方

々
に

利
用

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
【

２
．

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

充
実

】
　

各
種

ス
ポ

ー
ツ

事
業

を
担

当
課

主
導

で
展

開
し

て
い

る
と

捉
え

て
い

ま
す

。
　

他
市

と
の

ス
ポ

ー
ツ

交
流

は
、

魅
力

的
な

事
業

と
の

感
想

を
持

ち
ま

し
た

。

　
【

２
．

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
事

業
の

充
実

】
　

新
型

コ
ロ

ナ
に

よ
っ

て
中

止
と

な
る

イ
ベ

ン
ト

が
多

く
あ

り
ま

し
た

が
、

ス
ポ

ー
ツ

団
体

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

や
つ

く
ば

み
ら

い
市

と
の

交
流

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
に

お
い

て
は

、
充

実
し

た
活

動
が

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

第
５

章

第
５

節
人

権
尊

重
と

平
和

意
識

の
啓

発
推

進

　
【

１
．

人
権

・
同

和
教

育
啓

発
の

推
進

】
　

生
涯

学
習

課
所

掌
の

人
権

教
育

で
す

か
ら

、
町

と
し

て
の

主
体

性
を

保
持

し
な

が
ら

、
各

種
事

業
を

推
進

し
て

い
る

と
理

解
し

ま
し

た
。

引
き

続
き

尽
力

く
だ

さ
い

。
　

「
町

民
の

人
権

に
対

す
る

意
識

は
高

ま
り

つ
つ

・
・

・
」

と
の

記
述

が
あ

り
ま

す
。

成
果

で
あ

る
と

率
直

に
感

じ
て

い
ま

す
。

　
 昨

今
、

児
童

虐
待

に
よ

る
事

案
が

報
道

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
早

期
対

応
の

一
助

に
し

た
い

も
の

で
す

。

　
【

１
．

人
権

・
同

和
教

育
啓

発
の

推
進

】
　

フ
レ

ン
ド

シ
ッ

プ
セ

ミ
ナ

ー
は

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

っ
て

中
止

と
な

り
、

人
権

講
座

は
対

策
を

徹
底

し
て

3
回

開
催

さ
れ

、
広

報
誌

は
配

布
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

今
後

に
向

け
て

、
人

権
・

同
和

教
育

の
啓

発
を

進
め

て
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

第
３

章

第
６

節
生

涯
に

わ
た

る
学

び
の

支
援

と
文

化
芸

術
の

振
興

第
３

章

第
７

節
ス

ポ
ー

ツ
及

び
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

推
進

15
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

21

7
6

4

6
8

2

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

力
の

向
上

　
①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

教
育

研
究

・
研

修
事

業

【
学

校
教

育
課

】

英
語

検
定

促
進

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
社

会
の

様
々

な
場

面
で

広
く

認
め

ら
れ

て
い

る
英

語
検

定
に

つ
い

て
、

町
立

中
学

校
の

生
徒

全
員

に
対

し
て

公
費

補
助

を
行

い
、

そ
の

受
検

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
更

な
る

英
語

教
育

の
充

実
を

目
指

す
も

の
。

　
文

部
科

学
省

の
「

生
徒

の
英

語
力

向
上

推
進

プ
ラ

ン
」

に
は

、
「

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
語

検
定

３
級

相
当

以
上

5
0

％
」

の
目

標
が

示
さ

れ
て

お
り

、
そ

の
達

成
に

向
け

て
、

目
標

の
達

成
を

目
指

す
機

会
を

設
定

す
る

と
と

も
に

、
伊

奈
町

の
英

語
教

育
を

充
実

さ
せ

た
。

英
語

検
定

促
進

事
業

補
助

金
申

請
状

況
　

申
請

者
数

：
２

１
５

人
　

申
請

率
：

１
４

．
７

％
（

昨
年

度
比

　
ー

１
．

２
％

）
※

数
値

は
本

年
度

よ
り

中
学

１
年

生
を

加
え

た
も

の
で

あ
り

、
昨

年
度

同
様

、
中

学
2

・
３

年
生

を
対

象
と

し
た

場
合

の
申

請
率

は
、

２
１

．
３

％
（

昨
年

度
比

　
＋

５
．

４
％

）
で

あ
っ

た
。

町
立

中
学

校
３

年
生

の
英

検
３

級
以

上
取

得
状

況
　

３
級

以
上

取
得

者
　

　
１

３
２

人
　

３
級

以
上

取
得

率
　

２
７

．
３

％
（

昨
年

度
比

　
ー

８
．

３
％

）
※

中
学

校
卒

業
段

階
で

英
検

３
級

相
当

以
上

の
生

徒
（

文
部

科
学

省
「

英
語

教
育

実
施

状
況

調
査

」
）

の
割

合
は

６
９

．
４

％
（

昨
年

度
比

５
％

）
と

な
り

、
目

標
値

を
超

え
て

い
る

。
（

3
級

以
上

の
英

検
受

検
の

補
助

を
し

て
い

る
た

め
、

「
効

果
指

標
の

推
移

」
に

あ
る

実
測

値
は

英
検

3
級

以
上

の
取

得
者

の
み

の
割

合
と

し
て

い
る

。
）

　
幅

広
い

年
代

が
受

験
す

る
国

内
最

大
級

の
英

検
を

取
得

す
る

こ
と

は
、

現
在

の
自

分
の

英
語

力
を

客
観

的
に

知
る

こ
と

が
で

き
、

英
語

力
の

さ
ら

な
る

向
上

に
つ

な
げ

る
た

め
に

価
値

の
あ

る
こ

と
で

あ
る

。
　

取
得

率
が

低
下

し
た

要
因

は
、

町
で

実
施

し
て

い
る

補
助

金
制

度
の

周
知

の
回

数
や

方
法

が
不

十
分

で
あ

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

今
後

、
改

善
の

た
め

に
、

周
知

方
法

を
直

接
保

護
者

に
働

き
か

け
ら

れ
る

配
信

サ
ー

ビ
ス

等
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

周
知

を
充

実
さ

せ
て

い
く

。
ま

た
、

英
語

教
育

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

た
め

、
A

L
T

の
活

用
や

英
検

対
策

講
座

の
充

実
に

努
め

て
い

き
た

い
。

9
1

2

6
7

5

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
針

北
小

、
伊

奈
中

と
も

他
校

の
参

考
に

な
る

研
究

主
題

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

主
題

設
定

に
携

わ
っ

た
先

生
方

の
慧

眼
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

・
「

事
業

シ
ー

ト
」

か
ら

、
管

理
職

、
研

究
主

任
を

中
心

と
し

た
組

織
的

研
究

が
推

進
で

き
た

こ
と

を
読

み
取

り
ま

し
た

。

・
研

究
と

研
修

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

成
果

を
教

育
の

現
場

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
教

育
者

と
し

て
上

を
目

指
す

と
同

時
に

、
児

童
や

生
徒

の
心

の
深

み
に

届
く

教
員

の
育

成
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
研

究
課

題
を

設
定

し
て

学
校

教
育

目
標

の
具

現
化

の
た

め
の

自
主

的
、

自
立

的
な

各
学

校
で

の
研

究
を

、
支

援
す

る
も

の
。

　
自

校
の

課
題

を
明

確
に

し
た

課
題

解
決

の
た

め
の

計
画

的
・

組
織

的
な

研
究

に
対

し
て

支
援

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
、

具
体

的
な

学
習

指
導

法
の

工
夫

改
善

、
教

科
指

導
力

の
向

上
等

に
関

し
て

助
言

を
行

っ
た

。
研

究
期

間
は

2
年

間
で

あ
り

、
２

年
目

は
研

究
の

成
果

を
発

表
す

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

補
助

の
趣

旨
、

内
容

、
対

象
の

視
点

か
ら

、
有

効
か

つ
有

意
義

な
事

業
と

捉
え

て
い

ま
す

。
・

英
検

３
級

以
上

と
し

て
い

る
点

も
妥

当
で

あ
る

と
考

え
ま

す
。

・
申

請
率

低
下

が
考

察
さ

れ
て

い
ま

す
の

で
、

事
業

の
周

知
等

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

・
本

事
業

を
推

進
す

る
こ

と
を

通
し

て
、

生
徒

た
ち

の
英

語
力

が
更

に
向

上
す

る
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

そ
れ

と
同

時
に

、
目

を
世

界
に

向
け

た
広

い
視

野
を

持
っ

た
生

徒
た

ち
が

、
育

っ
て

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
令

和
４

年
度

は
、

小
針

北
小

学
校

が
「

子
供

た
ち

が
『

学
び

や
す

い
』

学
級

・
授

業
　

～
教

育
に

お
け

る
Ｕ

Ｄ
の

視
点

か
ら

～
」

、
伊

奈
中

学
校

が
「

わ
か

る
喜

び
を

味
わ

い
、

考
え

を
表

現
で

き
る

生
徒

の
育

成
～

IC
T

等
を

効
果

的
に

活
用

し
た

活
動

を
通

し
て

～
」

を
テ

ー
マ

に
研

究
成

果
の

本
発

表
を

実
施

し
た

。
　

成
果

と
し

て
は

、
指

導
方

法
の

工
夫

改
善

が
図

ら
れ

、
学

習
形

態
の

工
夫

、
教

材
・

教
具

、
掲

示
物

等
が

充
実

し
た

。
　

今
後

も
、

教
育

委
員

会
と

し
て

各
校

の
研

究
を

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
7

,9
3

0

4

中
学

校
生

徒
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

経
済

的
に

支
援

が
必

要
な

保
護

者
等

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
5

年
３

月
末

時
点

）
　

・
要

保
護

　
　

　
　

１
名

　
・

準
要

保
護

　
１

１
１

名

1
4

,4
5

3
（

1
3

,2
2

9
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

評
価

・
課

題

経
済

的
な

不
安

を
少

し
で

も
払

拭
し

、
児

童
及

び
保

護
者

が
安

心
し

て
学

業
に

専
念

で
き

る
教

育
環

境
を

作
っ

た
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

よ
り

新
た

な
支

給
費

目
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
通

信
費

の
費

目
を

追
加

し
、

内
容

の
充

実
を

行
っ

た
。

全
児

童
数

に
対

す
る

就
学

援
助

の
認

定
者

の
割

合
は

、
近

年
、

6
％

前
後

で
推

移
し

て
い

た
が

、
令

和
4

年
度

は
6

.6
%

に
増

加
し

て
い

る
。

町
内

の
児

童
数

は
減

少
傾

向
に

転
じ

た
が

、
認

定
者

の
割

合
に

つ
い

て
今

後
の

動
向

を
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

。
3

1
2

,2
3

2
（

1
1

,0
5

3
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

注
力

を
要

す
る

事
業

で
あ

る
と

理
解

し
て

お
り

ま
す

。
・

町
の

規
定

に
基

づ
き

、
公

正
公

平
で

正
確

な
執

行
を

継
続

く
だ

さ
い

。
・

認
定

者
の

割
合

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

て
い

ま
す

。
割

合
の

増
加

は
気

に
な

る
と

こ
ろ

で
す

が
、

認
定

の
際

の
対

象
者

と
の

齟
齬

に
は

留
意

く
だ

さ
い

。

・
生

徒
た

ち
が

将
来

に
向

け
て

、
希

望
を

も
っ

て
歩

ん
で

い
く

た
め

の
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
も

本
事

業
が

機
能

し
て

い
く

こ
と

を
望

み
ま

す
。

小
学

校
児

童
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

1
6

,7
5

5
（

1
6

,6
3

6
）

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

注
力

を
要

す
る

事
業

で
あ

る
と

理
解

し
て

お
り

ま
す

。
・

町
の

規
定

に
基

づ
き

、
公

正
公

平
で

正
確

な
執

行
を

継
続

く
だ

さ
い

。
・

認
定

者
の

割
合

に
つ

い
て

記
述

さ
れ

て
い

ま
す

。
割

合
の

増
加

は
気

に
な

る
と

こ
ろ

で
す

が
、

認
定

の
際

の
対

象
者

と
の

齟
齬

に
は

留
意

く
だ

さ
い

。

・
児

童
た

ち
が

安
心

し
て

学
習

す
る

こ
と

が
で

き
る

為
の

支
援

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

今
後

も
本

事
業

が
機

能
し

て
い

く
と

を
望

み
ま

す
。

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

力
の

向
上

　
 ②

経
済

的
に

支
援

が
必

要
な

保
護

者
等

に
対

し
、

就
学

の
た

め
に

必
要

な
経

費
の

一
部

を
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
5

年
３

月
末

時
点

）
　

・
要

保
護

　
　

　
　

　
１

名
　

・
準

要
保

護
　

　
１

６
１

名
　

・
新

入
学

準
備

金
　

１
２

名

事
業

名

経
済

的
な

不
安

を
少

し
で

も
払

拭
し

、
生

徒
及

び
保

護
者

が
安

心
し

て
学

業
に

専
念

で
き

る
教

育
環

境
を

作
っ

た
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

よ
り

新
た

な
支

給
費

目
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
通

信
費

の
費

目
を

追
加

し
、

内
容

の
充

実
を

行
っ

た
。

全
生

徒
数

に
対

す
る

就
学

援
助

の
認

定
者

の
割

合
は

、
近

年
、

6
％

前
後

で
推

移
し

て
い

た
が

、
令

和
4

年
度

は
7

.4
%

に
増

加
し

て
い

る
。

町
内

の
生

徒
数

は
減

少
傾

向
に

転
じ

た
が

、
認

定
者

の
割

合
に

つ
い

て
今

後
の

動
向

を
注

視
す

る
必

要
が

あ
る

。

20
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
Ａ

Ｌ
Ｔ

を
活

用
し

た
授

業
は

、
国

際
理

解
教

育
の

推
進

と
英

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

の
た

め
に

効
果

的
で

あ
っ

た
。

　
小

学
校

の
学

習
指

導
要

領
に

外
国

語
活

動
が

位
置

付
け

ら
れ

、
専

任
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

引
き

続
き

配
置

す
る

と
と

も
に

、
有

能
な

人
材

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
中

学
校

に
お

い
て

は
、

現
状

3
校

に
2

名
の

A
L
T

の
配

置
と

な
っ

て
い

る
。

授
業

だ
け

で
な

く
、

学
校

に
お

け
る

様
々

な
活

動
で

も
A

L
T

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

で
き

る
よ

う
、

各
校

1
名

以
上

の
配

置
数

の
増

員
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

今
後

も
A

L
T

の
ネ

イ
テ

ィ
ブ

な
英

会
話

を
有

効
活

用
す

る
こ

と
で

、
充

実
し

た
外

国
語

・
英

語
活

動
を

実
践

し
て

い
く

。

2
2

,4
8

0
2

2
,2

7
1

5

英
語

指
導

助
手

活
用

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
小

中
学

校
に

お
け

る
国

際
理

解
教

育
の

推
進

と
英

語
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、

Ａ
L
Ｔ

（
英

語
指

導
助

手
）

の
派

遣
契

約
を

締
結

し
、

各
小

中
学

校
に

派
遣

す
る

も
の

。

　
授

業
に

お
け

る
Ａ

Ｌ
Ｔ

と
の

テ
ィ

ー
ム

テ
ィ

ー
チ

ン
グ

を
通

し
て

、
小

中
学

生
一

人
一

人
が

異
文

化
に

触
れ

、
英

語
を

進
ん

で
学

習
し

よ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

の
育

成
を

行
っ

た
。

　
令

和
4

年
度

は
小

学
校

に
４

名
、

中
学

校
に

２
名

派
遣

し
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
学

校
４

名
、

中
学

校
２

名
派

遣
は

、
教

育
委

員
会

の
尽

力
と

捉
え

て
い

ま
す

。
・

「
英

語
を

進
ん

で
学

習
し

よ
う

と
す

る
意

欲
や

態
度

の
育

成
を

行
っ

た
」

と
記

述
さ

れ
て

い
ま

す
。

教
育

委
員

会
の

姿
勢

が
明

確
で

す
。

・
本

事
業

を
行

う
事

に
よ

り
、

児
童

生
徒

が
生

き
た

英
語

に
触

れ
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

を
学

び
、

国
際

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

有
能

な
人

材
を

確
保

し
つ

つ
、

充
実

し
た

内
容

で
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
新

し
い

時
代

に
対

応
し

た
教

育
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
）

決
算

額

　
小

学
校

で
は

、
当

番
活

動
や

係
活

動
等

を
通

し
て

、
集

団
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
理

解
し

、
責

任
を

持
っ

て
行

動
す

る
態

度
を

育
ん

で
い

る
。

ま
た

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
て

学
級

目
標

や
個

人
目

標
の

設
定

、
実

行
、

評
価

を
す

る
こ

と
に

よ
り

、
主

体
的

に
生

活
す

る
態

度
を

育
ん

で
い

る
。

　
中

学
校

で
は

、
例

年
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

を
実

施
し

、
職

業
の

世
界

に
直

接
触

れ
る

と
と

も
に

、
事

業
者

や
地

域
の

方
々

と
の

人
間

的
な

触
れ

合
い

を
通

し
て

、
自

己
を

見
つ

め
る

良
い

機
会

と
し

て
い

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
っ

て
、

２
校

が
２

日
間

で
実

施
、

１
校

が
代

替
活

動
「

よ
り

よ
い

伊
奈

町
づ

く
り

」
（

地
域

へ
の

社
会

参
画

意
識

高
揚

を
ね

ら
い

と
し

て
「

よ
り

よ
い

町
づ

く
り

提
案

書
」

を
作

成
し

リ
モ

ー
ト

で
伊

奈
町

役
場

各
課

と
中

学
生

た
ち

の
意

見
交

換
や

交
流

）
を

行
っ

た
。

進
路

学
習

は
「

職
業

の
世

界
」

「
上

級
学

校
を

知
る

」
「

進
路

決
定

の
仕

方
」

な
ど

学
級

活
動

を
中

心
と

し
て

各
学

校
で

計
画

的
・

継
続

的
に

実
施

さ
れ

て
お

り
、

一
人

一
人

の
自

己
実

現
を

支
え

る
資

質
や

能
力

の
育

成
に

努
め

て
い

る
。

体
験

的
な

学
習

は
実

感
を

伴
っ

た
有

意
義

な
学

習
に

な
る

こ
と

か
ら

、
事

業
所

や
保

護
者

、
地

域
の

理
解

と
協

力
を

得
て

す
べ

て
の

学
校

で
社

会
体

験
チ

ャ
レ

ン
ジ

事
業

を
実

施
し

て
い

き
た

い
。

6
,4

0
2

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

小
中

に
お

け
る

本
事

業
に

係
る

評
価

が
明

確
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

捉
え

ま
し

た
。

・
中

学
校

社
会

体
験

で
は

、
工

夫
し

た
取

組
（

代
替

活
動

）
を

実
践

し
た

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

担
当

課
の

尽
力

に
敬

意
を

表
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

・
児

童
生

徒
た

ち
が

社
会

と
の

か
か

わ
り

を
意

識
し

な
が

ら
学

ん
で

い
く

こ
と

は
非

常
に

重
要

な
事

で
す

。
そ

の
た

め
に

も
、

い
ま

行
わ

れ
て

い
る

諸
活

動
を

更
に

充
実

さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

5
,7

7
7

（
5

5
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

6

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
児

童
生

徒
が

自
ら

の
力

で
人

生
を

切
り

拓
き

、
社

会
の

一
員

と
し

て
生

き
抜

い
て

い
く

自
立

の
力

を
育

成
す

る
も

の
。

　
中

学
生

社
会

体
験

チ
ャ

レ
ン

ジ
事

業
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

２
校

が
２

日
間

で
実

施
、

１
校

が
代

替
活

動
を

行
っ

た
。

　
学

級
活

動
を

通
じ

て
、

目
的

意
識

を
持

っ
て

主
体

的
に

進
路

選
択

が
で

き
る

よ
う

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
3

．
進

路
指

導
・

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
　

①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

高
校

ま
た

は
大

学
・

専
修

学
校

へ
の

進
学

を
希

望
す

る
学

生
と

保
護

者
を

対
象

に
、

入
学

準
備

金
の

無
利

子
貸

付
を

行
う

。

令
和

4
年

度
貸

付
件

数
　

私
立

高
校

　
　

　
　

　
１

件
　

私
立

大
学

　
　

　
　

　
１

件

金
銭

的
・

経
済

的
理

由
に

よ
り

進
学

が
困

難
な

方
に

対
し

て
の

進
学

支
援

の
一

助
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

は
、

更
な

る
制

度
の

周
知

と
、

返
還

金
未

収
金

の
対

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

と
も

に
、

社
会

情
勢

の
変

化
や

入
学

試
験

制
度

の
多

様
化

に
対

し
、

柔
軟

に
対

応
が

で
き

る
よ

う
事

業
内

容
の

見
直

し
の

検
討

が
必

要
と

な
っ

て
い

る
。

2
,0

0
0

6
0

0

7

奨
学

資
金

貸
付

事
業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

意
義

の
あ

る
事

業
と

捉
え

て
い

ま
す

。
・

課
題

も
書

か
れ

て
お

り
ま

し
た

。
貸

付
事

業
で

す
か

ら
、

「
対

策
」

と
「

見
直

し
の

検
討

」
は

必
須

と
考

え
ま

す
。

・
経

済
的

理
由

で
進

学
に

困
難

を
お

ぼ
え

る
方

々
を

支
援

す
る

本
事

業
を

、
さ

ら
に

充
実

さ
せ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
3

．
進

路
指

導
・

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実
　

②

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
幼

児
教

育
と

の
連

携
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

8

幼
児

教
育

振
興

協
議

会
運

営
事

業

【
学

校
教

育
課

】

　
幼

児
教

育
振

興
協

議
会

を
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
防

止
の

観
点

か
ら

開
催

方
法

を
工

夫
し

て
開

催
す

る
も

の
。

  
次

年
度

の
新

入
学

児
童

に
つ

い
て

の
情

報
交

換
の

機
会

を
設

定
し

、
小

１
プ

ロ
ブ

レ
ム

（
保

育
園

や
幼

稚
園

を
卒

園
し

た
後

に
、

子
ど

も
た

ち
が

小
学

校
で

の
生

活
や

雰
囲

気
に

な
か

な
か

馴
染

め
ず

、
落

ち
着

か
な

い
状

態
が

数
か

月
続

く
状

態
）

解
消

へ
の

取
組

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
「

小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
」

等
の

課
題

を
踏

ま
え

、
幼

稚
園

、
保

育
園

、
保

育
所

と
小

学
校

と
の

連
携

を
一

層
強

化
し

、
子

供
た

ち
の

学
び

の
連

続
性

を
確

保
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

　
引

き
続

き
、

幼
稚

園
、

保
育

園
、

保
育

所
と

小
学

校
の

連
携

を
図

り
、

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

の
円

滑
な

接
続

を
推

進
し

て
い

く
。

な
し

な
し

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

情
報

交
換

の
場

を
設

定
し

「
幼

稚
園

、
保

育
園

、
小

学
校

の
連

携
」

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
継

続
し

て
「

円
滑

な
接

続
」

を
推

進
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

ま
す

。

・
子

供
た

ち
を

取
り

巻
く

環
境

が
複

雑
多

様
に

な
っ

て
い

る
昨

今
に

お
い

て
、

小
1

プ
ロ

ブ
レ

ム
に

つ
い

て
も

見
逃

す
こ

と
の

で
き

な
い

重
要

な
課

題
と

な
っ

て
い

ま
す

。
子

供
た

ち
が

安
心

し
て

学
校

生
活

に
な

じ
ん

で
い

く
た

め
に

は
、

子
供

と
教

員
、

家
庭

と
教

員
、

教
員

同
士

の
信

頼
関

係
の

構
築

が
カ

ギ
と

な
り

ま
す

の
で

、
子

供
重

視
の

視
点

で
こ

の
事

業
が

継
続

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
2

,2
3

2
（

1
,1

7
9

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

小
学

校
児

童
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

課
題

記
述

よ
り

、
「

購
入

方
法

の
多

様
化

」
が

「
支

給
額

の
計

算
方

法
」

に
ま

で
連

鎖
す

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
。

・
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

の
保

護
者

を
支

援
す

る
本

事
業

が
継

続
的

に
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

1
7

,9
3

0

1
4

,4
5

3
（

1
,2

2
4

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
制

度
に

よ
り

、
町

立
小

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

児
童

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

に
係

る
経

費
の

一
部

を
奨

励
費

と
し

て
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
5

年
３

月
末

時
点

）
　

3
9

名
9 1
0

中
学

校
生

徒
援

助
奨

励
事

業

【
教

育
総

務
課

】

特
別

支
援

教
育

就
学

奨
励

費
制

度
に

よ
り

、
町

立
中

学
校

の
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

生
徒

の
保

護
者

に
対

し
、

就
学

に
係

る
経

費
の

一
部

を
奨

励
費

と
し

て
支

給
す

る
も

の
。

支
給

認
定

者
数

（
令

和
5

年
３

月
末

時
点

）
　

2
4

名

評
価

・
課

題

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

課
題

記
述

よ
り

、
「

購
入

方
法

の
多

様
化

」
が

「
支

給
額

の
計

算
方

法
」

に
ま

で
連

鎖
す

る
こ

と
を

知
り

ま
し

た
。

・
特

別
支

援
学

級
に

在
籍

す
る

生
徒

の
保

護
者

を
支

援
す

る
本

事
業

が
継

続
的

に
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

特
別

支
援

学
級

に
通

う
在

籍
す

る
児

童
の

保
護

者
に

対
し

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
え

た
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

よ
り

新
た

な
支

給
費

目
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
学

習
通

信
費

の
費

目
を

追
加

し
、

内
容

の
充

実
を

行
っ

た
。

学
用

品
の

購
入

方
法

の
多

様
化

に
よ

っ
て

、
領

収
書

等
の

提
出

が
困

難
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

保
護

者
の

負
担

に
つ

な
が

る
た

め
、

支
給

額
の

計
算

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

特
別

支
援

学
級

に
通

う
在

籍
す

る
生

徒
の

保
護

者
に

対
し

、
経

済
的

負
担

の
軽

減
を

行
え

た
。

。
ま

た
、

令
和

４
年

度
よ

り
新

た
な

支
給

費
目

と
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

学
習

通
信

費
の

費
目

を
追

加
し

、
内

容
の

充
実

を
行

っ
た

。

学
用

品
の

購
入

方
法

の
多

様
化

に
よ

っ
て

、
領

収
書

等
の

提
出

が
困

難
と

な
る

場
合

が
あ

り
、

保
護

者
の

負
担

に
つ

な
が

る
た

め
、

支
給

額
の

計
算

方
法

に
つ

い
て

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

1
6

,7
5

5
（

1
6

,6
3

6
）

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
５

．
特

別
支

援
教

育
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

1
1

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
教

育
相

談
及

び
学

習
指

導
を

充
実

さ
せ

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
減

少
、

学
力

の
向

上
を

図
る

も
の

。

　
教

育
指

導
専

門
員

（
1

名
）

、
指

導
員

（
7

名
）

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

１
名

）
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

1
名

）
を

配
置

し
た

。
　

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

件
数

（
直

接
、

電
話

、
メ

ー
ル

）
は

、
令

和
４

年
度

、
３

０
９

件
で

あ
る

。
　

希
望

者
対

象
の

補
充

学
習

指
導

を
１

０
日

間
実

施
し

、
延

べ
１

６
６

名
の

児
童

生
徒

が
参

加
し

た
。

　
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

学
習

指
導

教
室

を
実

施
す

る
等

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
教

育
相

談
で

は
、

直
接

の
面

談
、

電
話

、
メ

ー
ル

等
で

相
談

者
(児

童
・

生
徒

・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

こ
と

で
、

不
登

校
児

童
生

徒
が

抱
え

る
問

題
に

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

わ
や

か
相

談
員

を
中

学
校

に
配

置
し

た
こ

と
や

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

を
小

学
校

に
派

遣
し

た
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
、

登
校

不
安

へ
の

相
談

に
早

期
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

各
校

か
ら

の
相

談
に

対
す

る
よ

り
専

門
的

な
対

応
や

検
査

の
実

施
な

ど
、

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

相
談

者
数

や
通

級
者

数
が

年
々

、
増

加
傾

向
に

あ
り

、
相

談
内

容
も

多
様

化
、

複
雑

化
し

て
い

る
た

め
、

相
談

者
個

々
へ

の
き

め
細

か
な

対
応

に
必

要
な

専
門

的
な

知
識

・
技

術
を

有
す

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

指
導

員
の

教
育

セ
ン

タ
ー

へ
の

配
置

、
充

実
が

必
須

で
あ

る
。

　
小

学
校

に
お

け
る

不
登

校
児

童
は

各
校

へ
派

遣
さ

れ
て

い
る

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
が

不
在

の
場

合
、

登
校

が
難

し
く

な
っ

て
し

ま
う

現
状

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

教
育

セ
ン

タ
ー

指
導

員
の

勤
務

日
数

の
増

加
も

必
要

で
あ

る
。

9
,6

3
0

9
.4

5
7

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

実
績

の
数

値
記

述
が

あ
り

明
確

で
し

た
。

・
「

児
童

生
徒

へ
の

対
応

を
き

め
細

か
に

行
う

こ
と

が
で

き
た

」
「

迅
速

に
対

応
」

と
あ

り
ま

す
。

何
物

に
も

代
え

が
た

い
成

果
と

捉
え

ま
し

た
。

・
専

門
性

と
配

置
数

が
課

題
と

し
て

記
述

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

成
程

と
納

得
い

た
し

ま
し

た
。

そ
の

上
で

、
教

室
復

帰
、

学
校

復
帰

に
向

け
、

継
続

し
て

尽
力

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

・
本

セ
ン

タ
ー

の
働

き
が

多
岐

に
わ

た
っ

て
展

開
さ

れ
て

お
り

、
成

果
が

あ
げ

ら
れ

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

充
実

し
た

働
き

が
な

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
　

　
　

第
２

節
　

確
か

な
学

力
と

自
立

す
る

力
の

育
成

　

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
６

．
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

支
援

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
豊

か
な

心
の

育
成

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
子

供
た

ち
が

基
本

的
な

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
、

規
範

意
識

を
高

め
る

た
め

、
県

で
実

施
し

て
い

る
埼

玉
県

学
力

・
学

習
状

況
調

査
（

県
学

調
）

の
う

ち
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

を
活

用
し

て
い

く
も

の
。

　
道

徳
教

育
を

学
校

全
体

と
し

て
推

進
し

、
思

い
や

り
の

あ
る

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成
を

図
っ

た
。

　
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

（
各

学
年

１
２

項
目

の
う

ち
、

小
学

校
４

年
生

か
ら

中
学

校
３

年
生

の
８

割
以

上
が

身
に

つ
け

て
い

る
項

目
の

割
合

）
は

、
令

和
3

年
度

は
小

学
校

6
3

.9
％

、
中

学
校

8
3

.3
％

で
あ

っ
た

が
、

令
和

4
年

度
は

、
小

学
校

6
6

.7
％

、
中

学
校

8
6

.1
％

と
な

っ
て

お
り

、
日

々
の

継
続

し
た

指
導

や
児

童
生

徒
が

主
体

性
を

も
っ

た
取

組
に

よ
っ

て
成

果
が

上
が

っ
て

い
る

。
　

学
校

フ
ァ

ー
ム

や
読

書
活

動
等

、
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

様
々

な
体

験
活

動
を

通
し

、
思

い
や

り
や

豊
か

な
心

の
育

成
を

図
っ

た
。

ま
た

、
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

を
開

催
し

、
道

徳
教

材
や

指
導

用
資

料
を

購
入

す
る

等
、

道
徳

授
業

の
充

実
を

図
っ

た
。

6
,4

0
2

5
,7

7
7

（
5

0
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

指
標

に
か

か
る

数
値

目
安

が
向

上
し

て
い

る
の

は
、

町
内

７
校

の
先

生
方

の
指

導
の

賜
物

と
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

前
年

度
の

１
２

項
目

の
結

果
分

析
を

通
し

て
、

各
校

が
実

態
に

応
じ

た
指

導
を

展
開

し
た

成
果

と
も

考
え

ま
し

た
。

・
「

知
徳

体
」

の
調

和
は

大
切

で
す

か
ら

、
本

事
業

を
踏

ま
え

、
「

徳
力

」
に

も
尽

力
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
い

じ
め

予
防

の
一

助
と

も
な

る
指

導
と

捉
え

て
お

り
ま

す
。

・
県

の
学

力
調

査
に

お
け

る
「

規
律

あ
る

態
度

」
の

結
果

に
、

向
上

が
見

ら
れ

ま
し

た
。

豊
か

な
心

の
育

成
は

、
人

と
人

と
の

人
格

的
触

れ
合

い
に

よ
っ

て
育

ま
れ

て
い

く
も

の
で

す
の

で
、

教
え

る
側

に
も

、
共

に
成

長
す

る
と

い
う

姿
勢

で
子

供
た

ち
と

関
わ

っ
て

い
た

だ
き

た
い

も
の

で
す

。

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

1
2
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
教

育
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
は

、
教

育
指

導
専

門
員

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
を

配
置

し
、

学
習

指
導

教
室

を
実

施
す

る
等

、
児

童
生

徒
へ

の
対

応
を

き
め

細
か

に
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

　
教

育
相

談
で

は
、

直
接

の
面

談
、

電
話

、
メ

ー
ル

等
で

相
談

者
(児

童
・

生
徒

・
保

護
者

・
教

員
)に

対
応

し
た

こ
と

で
、

不
登

校
児

童
生

徒
が

抱
え

る
問

題
に

迅
速

に
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

わ
や

か
相

談
員

を
中

学
校

に
配

置
し

た
こ

と
や

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

を
小

学
校

に
派

遣
し

た
こ

と
に

よ
り

、
児

童
生

徒
及

び
保

護
者

の
相

談
に

対
応

し
、

登
校

不
安

へ
の

相
談

に
早

期
に

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

配
置

し
た

こ
と

に
よ

り
、

各
校

か
ら

の
相

談
に

対
す

る
よ

り
専

門
的

な
対

応
や

検
査

の
実

施
な

ど
、

一
人

ひ
と

り
の

状
況

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
支

援
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

相
談

者
数

や
通

級
者

が
年

々
、

増
加

傾
向

に
あ

り
、

相
談

内
容

も
多

様
化

、
複

雑
化

し
て

い
る

た
め

、
相

談
者

個
々

へ
の

き
め

細
か

な
対

応
に

必
要

な
専

門
的

な
知

識
・

技
術

を
有

す
る

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

や
指

導
員

の
教

育
セ

ン
タ

ー
へ

の
配

置
、

充
実

が
必

須
で

あ
る

。
　

小
学

校
に

お
け

る
不

登
校

児
童

は
各

校
へ

派
遣

さ
れ

て
い

る
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

が
不

在
の

場
合

、
登

校
が

難
し

く
な

っ
て

し
ま

う
現

状
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
教

育
セ

ン
タ

ー
指

導
員

の
勤

務
日

数
の

増
加

も
必

要
で

あ
る

。

9
,6

3
0

9
,4

5
7

1
3

教
育

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
教

育
相

談
及

び
学

習
指

導
を

充
実

さ
せ

、
不

登
校

児
童

生
徒

の
減

少
、

学
力

の
向

上
を

図
る

も
の

。

　
教

育
指

導
専

門
員

（
1

名
）

、
指

導
員

（
7

名
）

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
（

１
名

）
、

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
（

1
名

）
を

配
置

し
た

。
　

教
育

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

教
育

相
談

件
数

（
直

接
、

電
話

、
メ

ー
ル

）
は

、
令

和
４

年
度

、
３

０
９

件
で

あ
る

。
　

希
望

者
対

象
の

補
充

学
習

指
導

を
１

０
日

間
実

施
し

、
延

べ
１

６
６

名
の

児
童

生
徒

が
参

加
し

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

実
績

の
数

値
記

述
が

あ
り

明
確

で
し

た
。

・
「

児
童

生
徒

へ
の

対
応

を
き

め
細

か
に

行
う

こ
と

が
で

き
た

」
「

迅
速

に
対

応
」

と
あ

り
ま

す
。

何
物

に
も

代
え

が
た

い
成

果
と

捉
え

ま
し

た
。

・
専

門
性

と
配

置
数

が
課

題
と

し
て

記
述

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

そ
の

上
で

、
い

じ
め

の
早

期
対

応
、

早
期

解
消

に
向

け
、

学
校

と
連

携
し

た
取

組
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
・

「
い

じ
め

認
知

」
に

つ
い

て
は

、
躊

躇
わ

ず
「

件
数

」
と

し
て

計
上

す
る

姿
勢

を
重

視
く

だ
さ

い
。

・
教

育
セ

ン
タ

ー
を

い
じ

め
対

策
の

セ
ン

タ
ー

と
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

各
学

校
の

対
応

に
加

え
て

専
門

的
な

指
導

や
対

応
を

と
る

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
予

想
さ

れ
る

案
件

の
多

様
化

に
備

え
て

、
手

厚
い

対
応

を
と

る
こ

と
が

で
き

る
体

制
を

整
え

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
い

じ
め

の
防

止
対

策
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

1
4

い
じ

め
問

題
対

策
事

業

【
学

校
教

育
課

】

 　
町

内
小

・
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
議

を
年

4
回

開
催

し
、

町
内

の
い

じ
め

問
題

に
お

け
る

対
策

を
議

論
す

る
も

の
。

　
伊

奈
町

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

を
開

催
し

、
伊

奈
町

に
お

け
る

い
じ

め
問

題
に

お
い

て
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
る

も
の

。

 い
じ

め
防

止
の

取
組

と
し

て
、

小
さ

な
予

兆
も

見
逃

さ
な

い
よ

う
積

極
的

に
認

知
し

、
迅

速
か

つ
丁

寧
に

対
応

し
た

。
ま

た
、

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

（
令

和
３

年
度

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

、
書

面
開

催
）

を
開

催
し

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
っ

た
。

　
年

間
４

回
、

町
内

小
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
を

開
催

し
、

町
内

の
い

じ
め

問
題

に
お

け
る

対
策

を
協

議
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ネ

ッ
ト

パ
ト

ロ
ー

ル
を

実
施

し
、

い
じ

め
の

未
然

防
止

に
寄

与
し

た
。

　
町

内
小

・
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
議

の
開

催
に

お
い

て
、

町
内

に
お

け
る

い
じ

め
問

題
の

現
状

を
情

報
共

有
、

解
決

に
向

け
た

協
議

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

書
面

開
催

で
は

あ
っ

た
が

、
伊

奈
町

い
じ

め
問

題
対

策
連

絡
協

議
会

で
は

、
い

じ
め

防
止

等
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

機
関

及
び

団
体

（
上

尾
警

察
・

埼
玉

県
中

央
児

童
相

談
所

・
P

T
A

連
合

会
・

伊
奈

町
人

権
擁

護
委

員
・

小
、

中
学

校
長

、
役

場
内

関
係

課
）

と
連

携
す

る
こ

と
で

、
伊

奈
町

の
子

供
た

ち
の

い
じ

め
問

題
の

現
状

を
把

握
し

、
意

見
交

換
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
　

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

い
じ

め
の

未
然

防
止

・
早

期
発

見
・

早
期

対
応

の
さ

ら
な

る
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

町
内

小
中

学
校

生
徒

指
導

主
任

会
に

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
や

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

を
活

用
し

た
研

修
を

取
り

入
れ

、
生

徒
指

導
力

の
さ

ら
な

る
向

上
を

図
る

。

3
4

9
1

7
0

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

事
業

名
か

ら
勘

案
す

る
と

「
認

知
件

数
」

の
記

載
が

あ
る

と
具

体
的

で
し

ょ
う

か
。

認
知

そ
の

も
の

が
実

績
と

プ
ラ

ス
評

価
で

き
る

と
解

釈
し

て
い

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

・
各

学
校

の
生

徒
指

導
を

牽
引

す
る

主
任

を
対

象
と

し
た

主
任

会
は

、
町

内
生

徒
指

導
充

実
・

進
展

に
効

果
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

教
育

委
員

会
は

、
先

進
的

な
取

組
、

事
例

、
法

令
等

の
情

報
提

供
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
特

に
、

他
市

町
村

の
事

例
を

参
考

に
、

「
対

応
の

遅
れ

」
に

は
注

意
し

た
い

で
す

ね
。

・
生

徒
指

導
主

任
会

議
や

問
題

対
策

連
絡

会
議

、
各

方
面

と
の

連
携

に
よ

っ
て

、
未

然
防

止
や

早
期

発
見

、
早

期
対

応
の

充
実

を
図

り
ま

し
た

。
児

童
生

徒
の

課
題

や
問

題
に

寄
り

添
う

と
い

う
基

本
的

対
応

を
お

ろ
そ

か
に

す
る

こ
と

な
く

、
多

様
な

対
応

を
模

索
す

る
と

と
も

に
、

問
題

へ
の

対
応

力
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
各

小
中

学
校

と
も

、
自

校
の

実
態

を
踏

ま
え

、
教

育
活

動
の

充
実

の
た

め
に

支
援

員
等

を
効

果
的

に
配

置
し

、
学

習
の

個
別

対
応

の
充

実
、

学
校

生
活

の
向

上
に

係
る

指
導

・
支

援
の

充
実

が
図

ら
れ

た
。

　
児

童
生

徒
の

学
力

向
上

等
を

図
る

こ
と

や
、

ま
た

、
年

々
増

加
し

て
い

る
不

登
校

児
童

生
徒

へ
の

習
熟

度
に

応
じ

た
指

導
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
、

よ
り

一
層

の
教

育
活

動
充

実
を

図
る

た
め

の
条

件
整

備
（

配
置

時
間

、
配

置
日

数
、

配
置

人
数

等
）

が
大

き
な

課
題

で
あ

る
。

5
6

,9
7

7
5

5
,7

6
7

（
4

7
,1

8
2

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

1
5

教
育

補
助

員
等

配
置

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
「

生
き

る
力

」
の

知
の

側
面

で
あ

る
確

か
な

学
力

の
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
児

童
生

徒
の

習
熟

度
に

応
じ

た
指

導
を

充
実

さ
せ

る
も

の
。

ま
た

、
学

校
図

書
館

教
育

、
小

学
校

の
理

科
教

育
、

特
別

支
援

学
級

の
児

童
生

徒
一

人
一

人
に

、
き

め
細

や
か

な
対

応
が

で
き

る
よ

う
充

実
さ

せ
る

も
の

。

　
各

小
中

学
校

に
教

育
補

助
員

（
い

き
い

き
先

生
）

の
配

置
を

行
っ

た
。

（
小

中
学

校
８

名
）

。
　

特
別

な
配

慮
を

要
す

る
小

学
校

児
童

に
対

応
す

る
た

め
特

別
支

援
教

育
支

援
員

の
配

置
を

行
っ

た
。

（
小

学
校

５
名

）
。

　
学

校
図

書
館

支
援

員
（

小
中

学
校

７
名

）
、

理
科

支
援

員
（

小
学

校
2

名
）

の
配

置
を

行
っ

た
。

　
特

別
支

援
学

級
介

助
員

（
小

中
学

校
２

０
名

）
の

配
置

を
行

っ
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

補
助

員
等

の
配

置
へ

の
担

当
課

の
尽

力
が

分
か

り
ま

す
。

・
「

条
件

整
備

」
が

大
き

な
課

題
と

あ
る

中
で

、
配

置
時

間
・

日
数

が
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

難
題

で
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

・
任

用
に

際
し

て
は

、
担

当
課

所
掌

と
思

い
ま

す
が

、
服

務
規

程
に

ご
留

意
く

だ
さ

い
。

・
教

育
活

動
の

充
実

や
配

慮
の

必
要

な
児

童
へ

の
支

援
、

図
書

や
理

科
の

支
援

、
特

別
支

援
学

級
へ

の
支

援
の

た
め

に
支

援
員

を
配

置
し

ま
し

た
。

今
後

も
本

事
業

が
効

率
よ

く
実

施
さ

れ
、

効
果

を
上

げ
て

い
く

事
を

期
待

し
ま

す
。

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
生

徒
指

導
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
「

特
別

の
教

科
　

道
徳

」
の

時
間

を
要

と
し

て
、

伊
奈

町
道

徳
教

育
推

進
委

員
会

に
よ

る
授

業
研

究
会

の
実

施
な

ど
、

道
徳

教
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

道
徳

教
育

充
実

の
た

め
、

児
童

生
徒

へ
の

指
導

方
法

の
工

夫
改

善
に

努
め

て
い

く
。

　
ま

た
、

体
験

活
動

の
さ

ら
な

る
充

実
や

、
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
す

る
た

め
に

、
S

D
G

ｓ
と

の
関

連
を

図
り

な
が

ら
、

児
童

・
生

徒
へ

の
指

導
内

容
の

工
夫

改
善

に
努

め
て

い
く

。

6
,4

0
2

5
,7

7
7

（
5

0
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額
1

6

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
児

童
生

徒
の

豊
か

な
心

を
育

成
し

、
様

々
な

人
権

課
題

に
対

応
で

き
る

児
童

生
徒

を
育

む
た

め
、

道
徳

の
授

業
の

充
実

を
図

る
も

の
。

　
町

内
全

小
・

中
学

校
で

体
験

活
動

の
充

実
を

図
り

、
豊

か
な

人
間

性
や

社
会

性
を

育
む

取
組

の
一

環
と

し
て

行
っ

て
い

る
花

い
っ

ぱ
い

運
動

を
は

じ
め

、
様

々
な

教
育

活
動

を
通

し
て

、
児

童
・

生
徒

の
豊

か
な

心
の

育
成

を
図

っ
た

。
　

人
権

教
育

推
進

委
員

会
を

開
催

し
、

町
立

小
・

中
学

校
に

お
け

る
人

権
教

育
の

推
進

に
つ

い
て

協
議

を
行

っ
た

。
　

管
理

職
研

修
や

初
任

者
研

修
等

、
人

権
教

育
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
、

様
々

な
人

権
課

題
に

対
応

で
き

る
児

童
生

徒
の

育
成

に
向

け
た

、
指

導
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

道
徳

教
育

と
関

連
さ

せ
な

が
ら

人
権

教
育

の
充

実
・

深
化

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
解

し
ま

し
た

。
・

道
徳

の
授

業
研

究
会

を
通

し
て

、
指

導
方

法
の

工
夫

改
善

を
町

内
で

共
有

し
て

い
る

点
が

素
晴

ら
し

い
と

思
い

ま
す

。

・
道

徳
教

育
の

充
実

の
た

め
に

、
推

進
委

員
会

に
よ

っ
て

研
究

棟
が

な
さ

れ
ま

し
た

。
授

業
研

究
に

加
え

て
、

道
徳

教
育

に
お

い
て

最
も

大
切

で
あ

る
、

児
童

生
徒

と
の

人
格

的
ふ

れ
あ

い
に

よ
っ

て
共

に
成

長
し

て
い

く
こ

と
を

、
日

々
実

践
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
人

権
を

尊
重

し
た

教
育

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

40
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

法
令

に
基

づ
く

健
康

診
断

等
の

履
行

は
、

保
護

者
の

信
頼

を
高

め
ま

す
ね

。
担

当
課

の
尽

力
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
3

年
に

わ
た

る
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

事
業

を
適

切
に

行
う

こ
と

が
で

き
ま

し
た

。
今

後
に

お
い

て
も

新
た

な
感

染
症

の
流

行
に

対
し

て
、

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
備

え
る

こ
と

も
必

要
と

思
わ

れ
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

各
家

庭
で

の
対

策
、

学
校

で
の

対
策

が
教

育
委

員
会

の
主

導
に

よ
り

充
実

、
徹

底
で

き
た

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

・
「

新
し

い
生

活
様

式
」

を
行

い
な

が
ら

、
安

心
し

て
教

育
活

動
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

よ
う

配
慮

が
な

さ
れ

ま
し

た
。

今
後

の
新

た
な

感
染

症
に

対
し

て
備

え
つ

つ
、

状
況

に
応

じ
て

対
策

を
講

じ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

6
4

9

2
1

,5
1

3

1
7

学
校

保
健

関
連

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
学

校
保

健
安

全
法

等
に

定
め

ら
れ

た
児

童
生

徒
の

健
康

診
断

、
各

種
検

査
、

教
職

員
健

康
診

断
、

検
診

器
具

管
理

等
、

学
校

保
健

関
係

の
事

業
を

適
切

に
実

施
す

る
も

の
。

　 　
児

童
生

徒
の

健
康

診
断

、
各

種
検

査
、

教
職

員
健

康
診

断
を

実
施

し
た

。
検

診
器

具
管

理
も

随
時

行
っ

た
。

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

一
部

の
健

診
会

場
や

内
容

調
整

を
図

り
、

全
て

法
令

期
間

内
に

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
、

児
童

生
徒

の
状

況
を

把
握

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

法
に

定
め

ら
れ

た
健

診
・

検
査

を
着

実
に

実
施

す
る

。
　

学
校

環
境

検
査

に
使

用
し

て
い

る
検

査
器

具
に

つ
い

て
、

経
年

の
劣

化
に

よ
り

更
新

の
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

2
2

,6
3

0

1
8

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

学
校

保
健

対
策

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

拡
大

防
止

の
た

め
に

必
要

な
消

耗
品

を
購

入
し

、
感

染
拡

大
防

止
対

策
を

充
実

、
徹

底
す

る
も

の
。

　 　
学

校
に

お
け

る
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

防
止

対
策

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

　
児

童
生

徒
及

び
教

職
員

が
安

心
し

て
教

育
活

動
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
、

学
校

に
お

け
る

「
新

し
い

生
活

様
式

」
の

定
着

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
引

き
続

き
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
５

類
へ

の
移

行
に

よ
る

「
新

た
な

健
康

習
慣

」
の

定
着

に
向

け
た

環
境

整
備

を
行

う
。

6
4

9

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
５

．
児

童
生

徒
の

健
康

の
保

持
・

増
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

「
体

力
向

上
」

へ
の

取
組

が
様

々
検

討
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
・

「
体

力
向

上
委

員
会

」
を

中
心

に
、

各
学

校
で

の
「

体
力

達
成

目
標

」
達

成
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

・
中

学
部

活
の

外
部

指
導

者
の

活
用

、
小

学
校

連
合

体
育

大
会

に
向

け
て

の
会

議
、

体
力

向
上

推
進

委
員

会
に

よ
っ

て
体

力
向

上
が

図
ら

れ
ま

し
た

。
連

絡
を

取
り

合
い

な
が

ら
自

己
評

価
を

し
て

、
生

徒
児

童
の

成
長

の
た

め
に

よ
り

良
い

方
策

を
追

求
し

て
い

っ
て

く
だ

さ
い

。

5
,7

7
7

（
1

4
1

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

評
価

・
課

題

1
9

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

　
中

学
校

部
活

動
の

外
部

指
導

者
・

部
活

動
指

導
員

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
子

供
た

ち
に

豊
か

な
経

験
を

さ
せ

た
り

、
体

力
の

向
上

や
健

康
の

増
進

を
図

る
も

の
。

　
体

力
向

上
の

た
め

の
小

学
校

連
合

体
育

大
会

開
催

に
向

け
て

の
会

議
に

参
加

し
、

支
援

・
助

言
等

を
行

っ
た

。
ま

た
、

体
力

向
上

推
進

委
員

会
を

設
置

し
「

体
力

」
達

成
目

標
の

向
上

を
行

っ
た

。

　
体

力
向

上
推

進
委

員
会

に
お

い
て

は
、

児
童

生
徒

の
体

力
に

つ
い

て
、

各
校

の
課

題
や

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

体
力

向
上

の
取

組
、

授
業

に
お

い
て

工
夫

し
た

取
組

等
に

つ
い

て
情

報
共

有
を

行
い

、
体

力
維

持
に

向
け

た
指

導
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

た
。

　
中

学
校

の
部

活
動

外
部

指
導

者
・

部
活

動
指

導
員

の
積

極
的

な
活

用
に

よ
り

、
子

供
た

ち
に

豊
か

な
経

験
を

さ
せ

、
体

力
の

向
上

や
健

康
の

増
進

を
図

っ
た

。
ま

た
、

生
徒

が
主

体
と

な
っ

た
部

活
動

運
営

を
導

く
こ

と
が

で
き

た
。

学
校

部
活

動
の

地
域

連
携

や
地

域
ク

ラ
ブ

活
動

へ
の

移
行

に
向

け
て

の
準

備
を

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
　

今
後

も
日

頃
の

体
育

の
授

業
時

に
お

け
る

運
動

量
の

確
保

、
休

み
時

間
に

お
け

る
外

遊
び

の
奨

励
等

、
児

童
生

徒
の

体
力

向
上

へ
の

取
組

を
支

援
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

6
,4

0
2

　
　

　
　

第
３

節
　

豊
か

な
心

と
健

や
か

な
体

の
育

成

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
６

．
体

力
の

向
上

と
学

校
体

育
活

動
の

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

44
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
1

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

 ①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

2
0

学
校

現
場

に
お

け
る

業
務

改
善

加
速

事
業

【
学

校
教

育
課

】
な

し

　
教

職
員

の
業

務
改

善
に

係
る

意
識

改
革

の
た

め
に

、
平

成
２

９
年

度
か

ら
令

和
元

年
度

ま
で

取
り

組
ん

だ
民

間
の

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
か

ら
学

ん
だ

手
法

で
、

仕
事

の
や

り
方

を
変

え
る

も
の

。
　

意
識

改
革

を
進

め
る

た
め

の
カ

エ
ル

会
議

を
全

校
で

行
っ

た
。

現
場

の
実

態
に

即
し

た
業

務
改

善
を

Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ

サ
イ

ク
ル

（
働

き
方

改
革

４
つ

の
ス

テ
ッ

プ
）

に
よ

り
推

進
す

る
こ

と
が

で
き

、
教

職
員

の
達

成
感

の
積

み
重

ね
が

図
ら

れ
継

続
し

た
業

務
改

善
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

各
町

立
小

・
中

学
校

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

と
地

域
学

校
協

働
活

動
の

一
体

的
推

進
が

図
ら

れ
、

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く

り
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
さ

ら
に

、
勤

務
時

間
、

県
の

学
力

・
学

習
状

況
調

査
の

分
析

を
行

っ
た

。
　

令
和

４
年

度
の

在
校

等
時

間
の

超
過

勤
務

が
月

４
５

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
3

5
.0

％
、

年
３

６
０

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
6

5
.3

％
と

な
っ

た
。

ま
た

、
令

和
４

年
度

の
埼

玉
県

学
力

・
学

習
状

況
調

査
に

お
い

て
、

学
力

を
伸

ば
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

が
7

0
.9

％
、

「
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」

と
回

答
し

た
児

童
生

徒
の

割
合

が
7

6
.4

％
と

な
っ

た
。

さ
ら

に
、

令
和

４
年

度
の

年
次

休
暇

取
得

日
数

が
平

均
で

1
6

.8
日

と
な

っ
た

。
　

学
校

に
お

け
る

働
き

方
改

革
は

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

教
職

員
が

本
来

の
業

務
に

専
念

で
き

る
よ

う
「

伊
奈

町
学

校
に

お
け

る
働

き
方

改
革

基
本

方
針

」
に

基
づ

き
、

教
職

員
の

在
校

時
間

の
長

時
間

化
を

解
消

し
、

授
業

や
授

業
準

備
等

に
集

中
し

た
り

、
子

供
と

向
き

合
う

時
間

を
確

保
し

た
り

す
る

こ
と

で
教

育
の

質
を

高
め

る
環

境
の

構
築

を
継

続
し

て
推

進
し

て
い

く
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

業
務

改
善

を
目

標
、

学
校

の
教

育
力

向
上

を
目

的
、

と
し

て
い

る
事

業
と

解
釈

し
ま

し
た

。
「

教
員

の
勤

務
時

間
」

と
「

生
徒

の
学

力
・

情
意

面
」

の
相

関
を

分
析

し
て

い
る

旨
の

記
載

が
あ

り
ま

す
。

教
委

と
し

て
の

評
価

、
分

析
に

期
待

い
た

し
ま

す
。

・
業

務
改

善
の

指
標

と
な

る
「

３
６

０
時

間
超

の
在

校
時

間
」

は
、

６
５

．
３

％
と

高
い

数
値

と
あ

り
ま

す
の

で
、

担
当

課
主

導
で

具
体

的
な

取
組

で
改

善
く

だ
さ

い
。

・
年

次
休

暇
が

取
得

し
や

す
い

環
境

が
整

っ
た

と
あ

り
ま

す
。

教
育

委
員

会
の

成
果

と
解

し
ま

し
た

。

・
本

事
業

を
通

し
て

、
子

供
た

ち
の

学
校

生
活

が
充

実
し

た
も

の
と

な
り

、
教

職
員

の
働

き
方

が
改

善
さ

れ
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

評
価

・
課

題

　
こ

れ
ま

で
の

成
果

と
課

題
を

踏
ま

え
、

意
識

改
革

、
業

務
改

善
、

業
務

ア
シ

ス
タ

ン
ト

（
S

S
S

）
の

活
用

等
で

、
教

員
が

子
供

と
向

き
合

う
時

間
を

増
大

さ
せ

、
指

導
の

充
実

に
結

び
付

け
、

学
校

の
教

育
力

の
向

上
が

図
ら

れ
て

い
る

か
の

検
証

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
各

町
立

小
・

中
学

校
で

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
と

地
域

学
校

協
働

活
動

の
一

体
的

推
進

が
図

ら
れ

た
こ

と
で

、
地

域
住

民
や

保
護

者
と

の
連

携
が

深
ま

り
、

結
果

と
し

て
業

務
改

善
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

　
各

デ
ー

タ
の

分
析

か
ら

は
、

在
校

等
時

間
の

超
過

勤
務

が
月

４
５

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
か

な
り

減
少

し
た

。
　

勤
務

時
間

と
学

力
向

上
に

強
い

相
関

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

「
自

分
に

は
よ

い
と

こ
ろ

が
あ

る
」

と
回

答
す

る
児

童
生

徒
の

割
合

が
2

.9
ポ

イ
ン

ト
増

加
し

た
。

　
年

次
休

暇
取

得
日

数
に

つ
い

て
は

、
年

次
休

暇
を

取
得

し
や

す
い

環
境

が
整

い
、

4
.1

日
増

加
し

た
。

　
一

方
で

、
在

校
等

時
間

の
超

過
勤

務
が

年
3

6
0

時
間

を
超

え
る

教
職

員
の

割
合

が
6

5
.3

％
で

未
だ

高
水

準
で

あ
る

た
め

、
今

後
も

、
各

校
で

継
続

し
て

業
務

改
善

に
取

り
組

む
た

め
の

体
制

整
備

を
行

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

な
し
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2
2

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
運

営
事

業

【
学

校
教

育
課

】

教
職

員
の

負
担

軽
減

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

令
和

３
年

度
に

導
入

を
行

っ
た

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
が

、
令

和
４

年
度

か
ら

本
格

運
用

さ
れ

た
。

こ
の

こ
と

に
よ

り
、

デ
ー

タ
連

携
に

よ
る

業
務

時
間

の
短

縮
、

正
確

な
集

計
作

業
、

全
職

員
で

の
児

童
生

徒
情

報
の

共
有

、
各

種
資

料
の

共
有

な
ど

、
効

率
的

な
校

務
処

理
が

実
現

し
、

業
務

時
間

の
削

減
に

つ
な

が
り

教
育

活
動

の
質

の
向

上
が

図
れ

た
。

令
和

4
年

度
は

IC
T

支
援

員
を

導
入

し
、

各
機

能
を

よ
り

効
果

的
に

活
用

で
き

る
よ

う
に

学
校

へ
の

指
導

、
助

言
を

行
っ

た
。

今
後

も
、

業
者

と
と

も
に

統
合

型
校

務
支

援
シ

ス
テ

ム
を

教
職

員
が

活
用

し
や

す
い

環
境

作
り

や
、

サ
ポ

ー
ト

を
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

5
,7

9
1

5
,7

9
1

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

本
事

業
も

教
職

員
負

担
軽

減
の

一
環

で
す

が
、

シ
ス

テ
ム

導
入

・
運

用
に

か
か

る
教

育
委

員
会

の
尽

力
は

素
晴

ら
し

い
と

考
え

ま
す

。
・

IC
T

支
援

員
の

配
置

は
、

業
務

改
善

と
と

も
に

事
故

防
止

の
一

助
と

も
捉

え
ま

し
た

。

・
IC

T
支

援
員

に
よ

っ
て

各
機

能
の

効
率

化
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
機

能
を

十
分

に
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

サ
ポ

ー
ト

を
継

続
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

配
置

事
業 【

学
校

教
育

課
】

　
全

町
立

小
・

中
学

校
に

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
し

、
教

職
員

の
業

務
軽

減
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
教

職
員

の
業

務
内

容
を

明
確

に
し

、
さ

ら
な

る
有

効
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

今
後

も
ス

ク
ー

ル
・

サ
ポ

ー
ト

・
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
継

続
で

き
る

よ
う

予
算

を
確

保
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

4
,7

5
8

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

「
教

職
員

の
業

務
内

容
を

明
確

に
し

」
と

あ
り

ま
す

。
難

し
い

課
題

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
す

。
・

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

を
効

果
的

に
活

用
、

有
効

な
活

用
と

あ
り

ま
す

。
各

学
校

と
の

連
携

を
踏

ま
え

本
事

業
の

充
実

を
企

図
く

だ
さ

い
。

・
ス

ク
ー

ル
サ

ポ
ー

ト
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

に
よ

り
、

子
供

た
ち

の
教

育
環

境
と

教
職

員
の

職
場

環
境

の
改

善
が

進
む

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
し

っ
か

り
予

算
を

取
っ

て
実

行
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

2
1

　
全

町
立

小
・

中
学

校
に

ス
ク

ー
ル

・
サ

ポ
ー

ト
・

ス
タ

ッ
フ

を
配

置
す

る
こ

と
で

、
教

員
の

業
務

支
援

を
図

る
も

の
。

　 　
教

員
が

一
層

児
童

生
徒

へ
の

指
導

や
教

材
研

究
に

注
力

で
き

る
体

制
を

整
備

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
各

学
校

で
業

務
改

善
を

推
進

し
て

行
く

中
で

業
務

内
容

が
精

選
さ

れ
、

役
割

分
担

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
て

き
て

い
る

。
今

後
も

、
ス

ク
ー

ル
・

サ
ポ

ー
ト

・
ス

タ
ッ

フ
を

効
果

的
に

活
用

し
て

い
く

た
め

、
役

割
分

担
を

明
確

に
す

る
と

と
も

に
、

教
員

の
業

務
負

担
軽

減
に

つ
な

げ
、

教
育

の
質

の
維

持
・

向
上

を
推

進
し

て
い

く
。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
1

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

 ②

4
,4

5
1
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

各
中

学
校

に
お

い
て

、
学

校
運

営
に

必
要

な
経

費
で

あ
る

会
計

年
度

任
用

職
員

(学
校

事
務

)の
報

酬
、

文
具

、
消

耗
品

、
光

熱
水

費
等

を
支

出
し

良
好

に
運

営
を

実
施

し
た

。

4
6

,0
4

3
(5

4
,6

6
1

)

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

学
校

施
設

全
般

に
関

す
る

予
算

措
置

と
解

し
ま

し
た

。
学

校
規

模
に

応
じ

た
執

行
が

円
滑

に
行

わ
れ

た
こ

と
は

担
当

課
の

尽
力

で
す

。
・

人
件

費
、

光
熱

費
、

等
々

の
高

騰
を

踏
ま

え
た

予
算

管
理

に
最

大
限

の
注

意
を

払
っ

て
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。

・
各

学
校

の
状

況
に

応
じ

て
予

算
配

分
が

で
き

る
よ

う
、

現
場

の
声

を
活

か
し

つ
つ

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

各
小

学
校

に
お

い
て

、
学

校
運

営
に

必
要

な
経

費
で

あ
る

会
計

年
度

任
用

職
員

(学
校

事
務

)の
報

酬
、

文
具

、
消

耗
品

、
光

熱
水

費
等

を
支

出
し

良
好

に
運

営
を

実
施

し
た

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

学
校

施
設

全
般

に
関

す
る

予
算

措
置

と
解

し
ま

し
た

。
学

校
規

模
に

応
じ

た
執

行
が

円
滑

に
行

わ
れ

た
こ

と
は

担
当

課
の

尽
力

で
す

。
・

人
件

費
、

光
熱

費
、

等
々

の
高

騰
を

踏
ま

え
た

予
算

管
理

に
最

大
限

の
注

意
を

払
っ

て
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。

・
各

学
校

の
状

況
に

応
じ

て
予

算
配

分
が

で
き

る
よ

う
、

現
場

の
声

を
活

か
し

つ
つ

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

6
2

,2
6

1
(7

8
,9

1
2

)
6

7
,6

6
0

中
学

校
運

営
事

業
（

伊
奈

中
、

小
針

中
、

南
中

）

【
教

育
総

務
課

】

学
校

規
模

な
ど

異
な

る
町

立
小

学
校

に
お

い
て

、
教

育
の

均
等

化
を

考
慮

し
た

予
算

配
分

を
行

う
と

と
も

に
、

学
校

行
事

・
授

業
を

主
と

す
る

学
校

運
営

が
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
調

整
し

た
。

4
7

,7
0

8

2
4

2
3

小
学

校
運

営
事

業
（

小
室

小
、

小
針

小
、

南
小

、
小

針
北

小
）

【
教

育
総

務
課

】

学
校

規
模

な
ど

異
な

る
町

立
中

学
校

に
お

い
て

、
教

育
の

均
等

化
を

考
慮

し
た

予
算

配
分

を
行

う
と

と
も

に
、

学
校

行
事

・
授

業
を

主
と

す
る

学
校

運
営

が
円

滑
に

実
施

で
き

る
よ

う
調

整
し

た
。

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

校
の

組
織

運
営

の
改

善
　

③

評
価

・
課

題
事

業
名

50
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
子

供
た

ち
の

安
心

・
安

全
の

確
保

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
ス

ク
ー

ル
・

ガ
ー

ド
リ

ー
ダ

ー
や

学
校

応
援

団
等

、
地

域
の

協
力

に
よ

る
登

下
校

時
の

見
守

り
活

動
、

「
こ

ど
も

１
１

０
番

の
家

」
に

よ
る

緊
急

避
難

所
の

確
保

等
、

子
供

た
ち

の
安

心
・

安
全

対
策

を
図

る
も

の
。

　
年

間
を

通
し

て
、

避
難

訓
練

等
を

含
め

た
防

災
教

育
や

、
交

通
安

全
教

室
等

を
開

催
し

た
。

　
通

学
路

に
つ

い
て

は
、

関
係

各
課

・
関

係
機

関
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
安

全
確

保
や

環
境

整
備

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

学
校

に
お

い
て

は
、

学
校

運
営

協
議

会
の

議
題

と
し

て
取

り
上

げ
る

な
ど

、
家

庭
・

地
域

と
連

携
し

て
安

全
対

策
を

推
進

し
て

い
る

。

　
日

常
の

様
々

な
危

険
に

気
付

き
、

安
全

な
行

動
が

で
き

る
よ

う
な

実
践

的
な

態
度

・
能

力
を

育
む

た
め

、
子

供
た

ち
が

安
全

に
つ

い
て

の
知

識
・

技
能

を
習

得
す

る
こ

と
に

務
め

た
。

　
学

校
の

み
な

ら
ず

、
地

域
と

連
携

し
て

子
供

た
ち

の
安

全
確

保
を

図
っ

た
。

8
2

7
6

6
9

（
9

9
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額
2

5

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
推

進
事

業

【
学

校
教

育
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

避
難

訓
練

、
交

通
安

全
教

室
並

び
に

通
学

路
整

備
に

取
り

組
ま

れ
て

い
る

こ
と

に
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

・
登

下
校

の
見

守
り

活
動

に
つ

い
て

、
複

数
の

組
織

・
取

組
が

併
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
登

下
校

時
の

事
故

は
０

と
解

し
ま

し
た

が
、

実
績

を
数

値
化

し
て

も
よ

い
か

と
考

え
ま

し
た

。
・

「
安

全
な

行
動

の
実

践
的

な
態

度
・

能
力

を
育

む
」

こ
と

に
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

・
子

供
た

ち
の

安
全

確
保

の
た

め
に

、
地

域
と

の
連

携
を

機
に

取
っ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

安
心

安
全

か
つ

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

町
立

4
小

学
校

の
老

朽
化

施
設

対
策

や
質

的
向

上
等

の
工

事
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
突

発
的

な
施

設
修

繕
に

随
時

対
応

す
る

も
の

。

令
和

４
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
町

立
小

針
小

学
校

北
校

舎
ト

イ
レ

等
改

修
工

事
、

小
室

小
学

校
及

び
南

小
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
整

地
修

繕
、

小
針

北
小

学
校

の
防

球
ネ

ッ
ト

修
繕

他
。

※
小

針
小

学
校

北
校

舎
ト

イ
レ

等
改

修
工

事
は

、
令

和
３

年
度

予
算

を
翌

４
年

度
に

繰
越

し
実

施
し

た
。

（
決

算
額

：
5

1
,4

6
9

千
円

）

小
針

小
学

校
北

校
舎

の
ト

イ
レ

を
洋

式
化

し
、

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
図

っ
た

こ
と

で
、

快
適

な
衛

生
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

小
室

小
学

校
及

び
南

小
学

校
の

グ
ラ

ウ
ン

ド
整

地
修

繕
や

小
針

北
小

学
校

の
防

球
ネ

ッ
ト

修
繕

を
行

っ
た

こ
と

で
、

児
童

の
安

心
安

全
を

確
保

で
き

た
。

小
針

北
小

学
校

以
外

の
3

小
学

校
に

つ
い

て
は

、
学

校
施

設
・

設
備

の
老

朽
化

が
進

行
し

て
い

る
。

小
学

校
施

設
長

期
修

繕
・

改
修

計
画

に
基

づ
き

、
計

画
的

に
大

規
模

改
修

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

蛍
光

灯
の

製
造

中
止

に
よ

り
照

明
の

L
E

D
化

を
早

期
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

照
明

の
L
E

D
化

は
必

要
な

事
業

で
す

ね
。

・
校

舎
雨

漏
り

は
、

依
然

と
し

て
改

善
さ

れ
な

い
も

の
か

、
と

や
や

落
胆

の
気

持
ち

で
読

み
取

り
ま

し
た

。
適

切
に

対
応

い
た

だ
い

た
と

解
し

て
い

ま
す

。
・

改
修

は
、

事
故

防
止

を
第

一
に

、
後

手
に

回
ら

な
い

着
手

を
期

待
し

ま
す

。

・
予

算
を

し
っ

か
り

確
保

し
て

、
各

学
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

対
応

を
、

特
に

老
朽

化
の

進
む

校
舎

に
つ

い
て

は
計

画
的

に
改

修
を

確
実

に
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

1
5

,4
8

6
6

6
,8

9
7

安
心

安
全

か
つ

快
適

な
教

育
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

町
立

3
中

学
校

の
老

朽
化

施
設

対
策

や
質

的
向

上
等

の
工

事
を

計
画

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
突

発
的

な
施

設
修

繕
に

随
時

対
応

す
る

も
の

。

令
和

４
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
小

針
中

学
校

体
育

館
及

び
南

中
学

校
体

育
館

防
水

修
繕

、
伊

奈
中

学
校

体
育

館
及

び
小

針
中

学
校

体
育

館
の

照
明

の
半

数
を

L
E

D
化

他
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

ト
イ

レ
改

修
、

グ
ラ

ン
ド

整
地

、
防

球
ネ

ッ
ト

整
備

は
教

育
活

動
の

充
実

に
必

要
な

事
業

と
考

え
ま

す
。

・
担

当
課

で
は

管
理

職
と

連
携

し
、

４
小

学
校

の
実

情
を

踏
ま

え
た

計
画

的
な

整
備

立
案

に
お

取
り

組
み

く
だ

さ
い

。

・
予

算
を

し
っ

か
り

確
保

し
て

、
各

学
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

対
応

を
、

特
に

老
朽

化
の

進
む

校
舎

に
つ

い
て

は
計

画
的

に
改

修
を

確
実

に
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

2
6

2
7

中
学

校
整

備
事

業

【
教

育
総

務
課

】

小
学

校
整

備
事

業
　 【

教
育

総
務

課
】

雨
漏

り
等

の
緊

急
修

繕
を

実
施

し
た

こ
と

で
、

健
全

な
学

習
の

場
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

伊
奈

中
学

校
体

育
館

及
び

小
針

中
学

校
体

育
館

の
照

明
の

半
数

を
L
E

D
化

し
た

こ
と

で
、

快
適

な
教

育
環

境
の

確
保

が
で

き
た

。

中
学

校
施

設
長

期
修

繕
・

改
修

計
画

に
基

づ
き

、
計

画
的

な
大

規
模

改
修

の
実

施
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
防

水
機

能
の

劣
化

に
よ

り
、

雨
漏

り
が

発
生

し
て

い
る

た
め

、
早

期
の

改
修

が
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
蛍

光
灯

製
造

中
止

に
よ

り
照

明
の

L
E

D
化

の
実

施
も

必
要

で
あ

る
。

1
8

,6
8

4
（

2
4

,1
8

4
）

2
2

,7
3

7

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

2
8

2
9

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

②

事
業

名
評

価
・

課
題

小
学

校
内

管
理

事
業

【
教

育
総

務
課

】

円
滑

な
学

校
運

営
を

図
る

た
め

、
町

立
4

小
学

校
に

用
務

員
派

遣
等

を
行

う
も

の
。

学
校

給
食

の
運

搬
及

び
片

付
け

、
校

舎
内

の
清

掃
作

業
、

校
庭

の
清

掃
・

除
草

作
業

・
植

木
の

手
入

れ
な

ど
環

境
整

備
を

行
う

用
務

員
の

派
遣

及
び

役
場

と
学

校
間

の
文

書
等

運
搬

業
務

を
実

施
し

た
。

町
立

小
学

校
の

給
食

配
膳

準
備

や
環

境
美

化
を

派
遣

用
務

員
が

行
う

こ
と

で
児

童
・

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
図

れ
た

。
ま

た
、

教
育

委
員

会
と

の
文

書
等

運
搬

を
行

い
、

相
互

間
で

の
連

絡
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。

学
校

現
場

に
と

っ
て

不
可

欠
な

事
業

で
あ

る
が

、
近

年
の

労
務

単
価

の
上

昇
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

予
算

確
保

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
学

校
現

場
と

業
務

の
優

先
度

等
を

調
整

し
、

内
容

の
見

直
し

を
図

る
必

要
性

が
あ

る
。

1
0

,3
1

3

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

校
務

員
の

職
務

内
容

を
前

提
と

し
つ

つ
、

予
算

を
勘

案
し

た
配

置
に

尽
力

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

・
「

評
価

・
課

題
」

の
記

載
の

通
り

、
既

予
算

措
置

と
職

務
の

調
整

は
必

須
で

す
か

ら
、

校
務

員
募

集
に

か
か

る
条

件
等

に
万

全
を

期
し

て
ご

準
備

く
だ

さ
い

。

・
派

遣
用

務
員

に
よ

っ
て

給
食

配
膳

準
備

や
文

書
の

運
搬

が
行

わ
れ

、
生

徒
と

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

本
事

業
の

重
要

性
を

検
討

し
し

て
、

今
後

の
働

き
に

つ
い

て
決

断
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

9
,7

8
1

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

校
務

員
の

職
務

内
容

を
前

提
と

し
つ

つ
、

予
算

を
勘

案
し

た
配

置
に

尽
力

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

・
「

評
価

・
課

題
」

の
記

載
の

通
り

、
既

予
算

措
置

と
職

務
の

調
整

は
必

須
で

す
か

ら
、

校
務

員
募

集
に

か
か

る
条

件
等

に
万

全
を

期
し

て
ご

準
備

く
だ

さ
い

。

・
派

遣
用

務
員

に
よ

っ
て

給
食

配
膳

準
備

や
文

書
の

運
搬

が
行

わ
れ

、
児

童
と

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

本
事

業
の

重
要

性
を

検
討

し
し

て
、

今
後

の
働

き
に

つ
い

て
決

断
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

中
学

校
内

管
理

事
業

【
教

育
総

務
課

】

円
滑

な
学

校
運

営
を

図
る

た
め

、
町

立
3

中
学

校
に

用
務

員
派

遣
等

を
行

う
も

の
。

学
校

給
食

の
運

搬
及

び
片

付
け

、
校

舎
内

の
清

掃
作

業
、

校
庭

の
清

掃
・

除
草

作
業

・
植

木
の

手
入

れ
な

ど
環

境
整

備
を

行
う

用
務

員
の

派
遣

及
び

役
場

と
学

校
間

の
文

書
等

運
搬

業
務

を
実

施
し

た
。

町
立

中
学

校
の

給
食

配
膳

準
備

や
環

境
美

化
を

派
遣

用
務

員
が

行
う

こ
と

で
生

徒
・

教
諭

が
学

習
に

専
念

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
図

れ
た

。
ま

た
、

教
育

委
員

会
と

の
文

書
等

運
搬

を
行

い
、

相
互

間
で

の
連

絡
体

制
の

充
実

を
図

っ
た

。

学
校

現
場

に
と

っ
て

不
可

欠
な

事
業

で
あ

る
が

、
近

年
の

労
務

単
価

の
上

昇
に

よ
り

、
こ

れ
ま

で
通

り
の

予
算

確
保

が
困

難
な

状
況

と
な

っ
て

い
る

。
学

校
現

場
と

業
務

の
優

先
度

等
を

調
整

し
、

内
容

の
見

直
し

を
図

る
必

要
性

が
あ

る
。

6
,3

2
4

6
,0

0
1
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

3
9

,7
0

7

町
立

小
学

校
に

お
い

て
、

文
部

科
学

省
な

ど
上

位
機

関
の

指
導

や
各

学
校

の
特

色
・

実
情

に
応

じ
た

教
材

整
備

を
図

る
ほ

か
、

学
校

図
書

室
の

内
容

充
実

に
努

め
た

。
な

お
、

学
校

図
書

に
関

し
て

は
、

内
容

が
古

く
な

っ
た

図
書

や
経

年
劣

化
に

よ
り

使
用

が
困

難
と

な
っ

た
図

書
の

入
れ

替
え

等
を

、
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

計
画

的
に

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

小
学

校
施

設
維

持
管

理
事

業

【
教

育
総

務
課

】

町
立

4
小

学
校

施
設

設
備

の
各

種
保

守
業

務
を

行
い

、
設

備
が

適
正

に
稼

動
で

き
る

よ
う

法
定

点
検

の
実

施
や

維
持

管
理

を
行

う
も

の
。

安
心

安
全

な
学

校
運

営
を

行
え

る
よ

う
に

警
備

業
務

、
受

水
槽

、
電

気
設

備
、

防
火

設
備

、
給

水
設

備
、

遊
具

保
守

点
検

等
を

実
施

し
た

。
な

お
、

ト
イ

レ
・

窓
ガ

ラ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

等
を

行
い

衛
生

管
理

を
図

っ
た

。
ま

た
、

空
調

設
備

を
運

用
し

、
児

童
の

学
習

面
・

健
康

面
で

の
充

実
を

図
っ

た
。

3
1

中
学

校
施

設
維

持
管

理
事

業

【
教

育
総

務
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

重
要

な
保

守
業

務
を

複
数

統
括

す
る

事
業

で
す

が
、

円
滑

な
管

理
が

維
持

さ
れ

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

・
老

朽
化

と
実

状
が

記
載

さ
せ

て
い

ま
す

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
配

意
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

・
施

設
の

老
朽

化
は

思
わ

ぬ
事

故
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

の
で

、
極

力
予

算
を

確
保

、
ま

た
は

や
り

く
り

し
て

環
境

の
整

備
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

町
立

3
中

学
校

施
設

設
備

の
各

種
保

守
業

務
を

行
い

、
設

備
が

適
正

に
稼

動
で

き
る

よ
う

法
定

点
検

の
実

施
や

維
持

管
理

を
行

う
も

の
。

安
心

安
全

な
学

校
運

営
を

行
え

る
よ

う
に

警
備

業
務

、
受

水
槽

、
電

気
設

備
、

防
火

設
備

、
給

水
設

備
の

保
守

点
検

等
を

実
施

し
た

。
な

お
、

ト
イ

レ
・

窓
ガ

ラ
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

等
を

行
い

衛
生

管
理

を
図

っ
た

。
ま

た
、

空
調

設
備

を
運

用
し

、
生

徒
の

学
習

面
・

健
康

面
で

の
充

実
を

図
っ

た
。

老
朽

化
し

て
い

る
設

備
が

多
い

た
め

、
毎

年
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
欠

か
せ

な
い

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
設

備
に

か
か

る
修

繕
料

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

4
0

,9
7

8

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

③

5
1

,2
4

8
4

9
,3

3
2

老
朽

化
し

て
い

る
設

備
が

多
い

た
め

、
毎

年
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

が
欠

か
せ

な
い

状
況

で
あ

る
。

そ
の

た
め

に
設

備
に

か
か

る
修

繕
料

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

3
0

3
2

小
学

校
教

科
備

品
等

購
入

事
業

【
教

育
総

務
課

】

各
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

教
材

の
購

入
を

行
い

、
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
も

の
。

各
小

学
校

購
入

図
書

冊
数

：
小

室
小

２
６

７
冊

、
小

針
小

２
７

５
冊

、
南

小
２

４
７

冊
、

小
針

北
小

２
４

１
冊

＊
予

算
：

小
針

北
小

は
５

６
０

千
円

、
そ

れ
以

外
の

３
校

は
４

８
０

千
円

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

重
要

な
保

守
業

務
を

複
数

統
括

す
る

事
業

で
す

が
、

円
滑

な
管

理
が

維
持

さ
れ

て
い

る
と

解
し

ま
し

た
。

・
老

朽
化

と
実

状
が

記
載

さ
せ

て
い

ま
す

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

に
配

意
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

・
施

設
の

老
朽

化
は

思
わ

ぬ
事

故
に

つ
な

が
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

の
で

、
極

力
予

算
を

確
保

、
ま

た
は

や
り

く
り

し
て

環
境

の
整

備
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

法
に

則
っ

た
予

算
措

置
と

蔵
書

数
管

理
の

履
行

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
・

「
読

書
離

れ
」

と
の

言
葉

が
あ

り
ま

す
が

、
小

学
校

段
階

の
読

書
活

動
は

重
要

と
考

え
ま

す
。

利
用

数
も

勘
案

し
、

各
学

校
と

連
携

し
た

事
業

設
計

に
尽

力
く

だ
さ

い
。

・
学

習
内

容
を

充
実

す
る

た
め

に
は

、
資

料
は

欠
か

せ
な

い
も

の
で

す
。

新
し

い
分

野
や

技
術

に
つ

い
て

は
な

お
さ

ら
の

こ
と

で
す

の
で

、
内

容
を

吟
味

し
た

う
え

で
な

る
べ

く
充

実
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

3
,6

9
3

3
,6

7
5
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

維
持

管
理

事
業

に
関

し
て

は
、

課
題

等
が

明
記

さ
れ

て
い

ま
す

。
継

続
し

た
事

業
遂

行
を

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

・
IC

T
の

活
用

は
今

後
に

向
け

て
多

く
の

可
能

性
を

秘
め

た
も

の
で

す
の

で
、

な
る

べ
く

積
極

的
に

活
用

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

3
5

町
立

小
中

学
校

IC
T

教
育

環
境

維
持

管
理

事
業 【

教
育

総
務

課
】

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

基
づ

き
、

学
校

IC
T

教
育

に
必

要
と

な
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

通
信

費
及

び
保

守
管

理
を

行
う

も
の

。

IC
T

教
育

環
境

の
安

定
的

運
用

を
確

保
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

は
学

力
調

査
等

の
C

B
T

化
に

対
応

し
た

通
信

速
度

の
確

保
が

求
め

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

継
続

的
に

検
証

を
行

い
、

運
用

上
問

題
が

あ
れ

ば
、

早
期

の
改

善
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

校
内

L
A

N
環

境
の

保
守

や
通

信
料

等
、

ラ
ン

ニ
ン

グ
コ

ス
ト

の
継

続
的

な
予

算
確

保
が

不
可

欠
で

あ
る

。

5
,5

0
1

5
,0

7
9

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

整
備

事
業

に
関

し
て

は
、

十
分

な
対

応
が

な
さ

れ
て

い
る

と
捉

え
ま

し
た

。
・

「
個

別
最

適
な

学
び

」
と

書
か

れ
て

お
り

ま
す

。
そ

の
通

り
で

あ
る

な
と

納
得

い
た

し
ま

し
た

。
担

当
課

の
取

組
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
IC

T
の

活
用

は
今

後
に

向
け

て
多

く
の

可
能

性
を

秘
め

た
も

の
で

す
の

で
、

な
る

べ
く

積
極

的
に

活
用

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

法
に

則
っ

た
予

算
措

置
と

蔵
書

数
管

理
の

履
行

に
感

謝
い

た
し

ま
す

。
・

「
読

書
離

れ
」

と
の

言
葉

が
あ

り
ま

す
。

中
学

生
と

も
な

る
と

電
子

書
籍

の
利

用
も

増
加

す
る

の
で

し
ょ

う
か

。
図

書
室

利
用

数
も

勘
案

し
、

効
果

的
な

読
書

活
動

展
開

を
目

途
に

、
各

学
校

と
連

携
し

た
事

業
設

計
に

尽
力

く
だ

さ
い

。

・
学

習
内

容
を

充
実

す
る

た
め

に
は

、
資

料
は

欠
か

せ
な

い
も

の
で

す
。

新
し

い
分

野
や

技
術

に
つ

い
て

は
な

お
さ

ら
の

こ
と

で
す

の
で

、
内

容
を

吟
味

し
た

う
え

で
な

る
べ

く
充

実
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

9
,0

7
8

(2
7

,7
5

7
)

中
学

校
教

科
備

品
等

購
入

事
業

【
教

育
総

務
課

】

町
立

小
中

学
校

IC
T

教
育

環
境

整
備

事
業

【
教

育
総

務
課

】

評
価

・
課

題

2
3

,9
8

1

2
,7

2
0

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
に

基
づ

く
学

校
の

IC
T

を
活

用
し

た
授

業
環

境
の

高
度

化
の

推
進

を
図

る
も

の
。

教
員

用
端

末
６

４
台

、
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

用
端

末
４

９
台

、
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

用
三

脚
及

び
三

脚
ホ

ル
ダ

ー
４

９
台

、
家

庭
学

習
用

充
電

器
４

，
０

０
０

台
を

整
備

し
た

。

時
間

・
場

所
に

制
約

さ
れ

な
い

児
童

生
徒

の
発

達
段

階
に

応
じ

た
質

の
高

い
教

育
環

境
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

常
に

変
化

す
る

IC
T

教
育

に
お

け
る

現
場

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
整

備
を

行
い

、
個

別
最

適
な

学
び

の
実

現
に

向
け

て
教

育
環

境
の

充
実

化
を

図
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

3
3

事
業

名

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

④

2
,7

1
6

3
4

各
校

の
実

情
に

合
わ

せ
た

教
材

の
購

入
を

行
い

、
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
も

の
。

各
中

学
校

購
入

図
書

冊
数

：
伊

奈
中

２
５

４
冊

、
小

針
中

３
４

２
、

南
中

２
４

４
冊

＊
予

算
：

小
針

中
は

５
４

０
千

円
、

そ
れ

以
外

の
２

校
は

４
８

０
千

円
。

町
立

中
学

校
に

お
い

て
、

文
部

科
学

省
な

ど
上

位
機

関
の

指
導

や
各

学
校

の
特

色
・

実
情

に
応

じ
た

教
材

整
備

を
図

る
ほ

か
、

学
校

図
書

室
の

内
容

充
実

に
努

め
た

。
な

お
、

学
校

図
書

に
関

し
て

は
、

内
容

が
古

く
な

っ
た

図
書

や
経

年
劣

化
に

よ
り

使
用

が
困

難
と

な
っ

た
図

書
の

入
れ

替
え

等
を

、
限

ら
れ

た
予

算
の

中
で

計
画

的
に

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

⑤

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

3
6

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

小
中

学
校

施
設

消
毒

事
業

【
教

育
総

務
課

】

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

蔓
延

防
止

を
目

的
に

、
町

立
7

小
中

学
校

施
設

の
消

毒
作

業
を

外
部

委
託

す
る

も
の

。

学
校

施
設

内
に

お
け

る
ト

イ
レ

等
の

共
有

部
の

消
毒

を
行

う
こ

と
で

、
感

染
症

拡
大

防
止

と
学

校
衛

生
環

境
の

向
上

を
図

っ
た

。
ま

た
、

消
毒

作
業

を
外

部
委

託
し

た
こ

と
で

、
教

職
員

の
業

務
負

担
軽

減
に

繋
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
安

心
し

て
児

童
生

徒
が

学
校

生
活

を
送

れ
る

よ
う

環
境

整
備

に
務

め
た

。
0

（
6

,0
3

5
）

5
,8

1
3

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

消
毒

作
業

委
託

は
、

感
染

防
止

も
含

め
一

石
二

鳥
以

上
の

効
果

が
あ

る
と

捉
え

ま
し

た
。

担
当

課
に

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

お
け

る
環

境
整

備
の

経
験

を
活

か
し

て
、

新
た

な
感

染
症

に
対

す
る

備
え

を
充

実
さ

せ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

習
環

境
の

整
備

・
充

実
　

⑥

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

　
小

学
校

の
教

科
書

改
訂

に
合

わ
せ

た
教

師
用

指
導

書
、

指
導

者
用

デ
ジ

タ
ル

教
科

書
、

児
童

生
徒

の
副

読
本

の
購

入
に

よ
り

、
指

導
の

充
実

を
図

る
も

の
。

　 　
各

小
・

中
学

校
で

自
作

教
材

・
教

具
展

を
開

催
し

、
自

作
教

材
・

教
具

の
作

成
・

活
用

、
校

内
及

び
町

内
で

の
共

有
を

図
る

も
の

。

　
今

後
、

令
和

６
年

度
に

小
学

校
、

令
和

７
年

度
に

中
学

校
の

教
科

書
改

訂
が

あ
る

た
め

教
師

用
指

導
書

を
購

入
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

令
和

７
年

度
が

小
学

校
社

会
科

副
読

本
（

3
学

年
、

４
学

年
約

７
５

０
円

×
約

９
０

０
部

×
３

年
間

）
を

購
入

す
る

年
度

と
な

る
た

め
、

計
画

的
に

行
う

必
要

が
あ

る
。

　
各

小
・

中
学

校
で

自
作

教
材

・
教

具
展

を
開

催
し

、
教

育
委

員
会

に
よ

る
審

査
を

行
い

、
質

の
向

上
を

図
っ

た
。

そ
の

上
で

、
自

作
教

材
・

教
具

の
活

用
、

校
内

及
び

町
内

で
の

共
有

を
図

っ
た

。

6
,4

0
2

5
,7

7
7

（
5

,5
3

3
）

※
下

段
は

当
該

事
業

決
算

額
3

7

教
育

指
導

事
業

【
学

校
教

育
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

不
可

欠
な

事
業

で
す

ね
。

各
校

の
教

職
員

数
、

教
職

員
経

験
年

数
、

必
要

度
を

総
合

的
に

勘
案

し
準

備
・

執
行

く
だ

さ
い

。
・

先
生

方
の

教
材

教
具

の
工

夫
か

ら
刺

激
を

受
け

、
自

身
の

指
導

の
参

考
に

し
よ

う
と

の
意

欲
が

醸
成

さ
れ

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

・
よ

り
良

い
教

育
を

行
う

た
め

に
は

教
師

の
質

の
向

上
を

目
指

す
必

要
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

は
教

師
の

努
力

も
必

要
で

す
が

、
教

え
や

す
い

・
使

い
や

す
い

教
材

も
不

可
欠

で
す

。
そ

の
た

め
に

も
本

事
業

を
継

続
し

充
実

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

施
設

管
理

事
業

に
関

し
て

は
、

年
度

計
画

に
沿

っ
て

、
工

事
・

修
繕

が
実

施
さ

れ
た

と
捉

え
ま

し
た

。
・

全
日

程
で

の
安

定
し

た
設

備
稼

働
に

尽
力

い
た

だ
け

た
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。
大

き
な

成
果

と
も

捉
え

て
い

ま
す

。
・

引
き

続
き

衛
生

管
理

に
も

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

・
大

き
な

ト
ラ

ブ
ル

な
く

提
供

で
き

た
こ

と
を

評
価

し
ま

す
。

今
後

に
備

え
点

検
や

更
新

を
適

切
に

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

も
い

ま
す

。

機
器

の
状

態
を

良
好

に
保

つ
よ

う
日

常
の

点
検

整
備

・
確

認
を

徹
底

し
、

大
き

な
ト

ラ
ブ

ル
も

な
く

全
日

程
を

稼
働

で
き

た
。

可
能

な
限

り
職

員
対

応
に

よ
り

修
繕

を
実

施
し

て
い

る
が

、
老

朽
化

が
原

因
の

部
品

交
換

を
伴

う
故

障
も

頻
発

し
て

い
る

。
計

画
的

に
機

器
の

更
新

を
実

施
し

て
い

る
が

、
ま

だ
更

新
が

で
き

て
い

な
い

多
く

の
機

器
が

あ
る

。

2
2

,6
2

4

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

管
理

事
務

費
事

業
と

あ
り

ま
す

の
で

、
人

件
費

と
解

し
ま

し
た

。
併

せ
て

、
実

績
と

し
て

研
修

会
実

施
が

記
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

よ
う

な
取

組
は

、
保

護
者

か
ら

の
信

頼
を

高
め

る
こ

と
で

し
ょ

う
。

・
作

業
効

率
を

上
げ

る
た

め
の

工
夫

や
、

人
材

の
確

保
を

こ
れ

か
ら

も
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

3
9

3
8

1
1

,3
8

1

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
学

校
給

食
の

充
実

　
①

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

1
1

,3
0

4
給

食
セ

ン
タ

ー
施

設
維

持
管

理
事

業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

職
場

内
の

環
境

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

調
理

場
及

び
洗

浄
室

の
点

検
調

整
、

修
繕

及
び

調
理

場
の

衛
生

管
理

を
図

る
も

の
。

令
和

４
年

度
実

施
の

主
要

な
工

事
・

修
繕

：
事

務
室

の
空

調
設

備
工

事
、

全
自

動
炊

飯
ラ

イ
ン

の
機

器
の

修
繕

等
。

2
3

,9
5

2
給

食
セ

ン
タ

ー
管

理
事

務
費

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

給
食

調
理

業
務

に
伴

う
事

務
用

機
器

等
の

管
理

や
会

計
年

度
任

用
職

員
(1

5
名

)の
人

件
費

に
か

か
る

も
の

。

職
員

の
安

全
衛

生
意

識
の

普
及

・
定

着
を

目
的

と
し

た
研

修
会

を
実

施
し

た
。

調
理

員
の

班
編

成
と

シ
フ

ト
の

見
直

し
を

行
い

、
作

業
効

率
を

上
げ

た
。

会
計

年
度

任
用

職
員

（
調

理
員

）
の

平
均

年
齢

が
上

が
っ

て
き

て
お

り
、

将
来

的
に

調
理

員
の

補
充

が
必

要
に

な
る

。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
学

校
給

食
の

充
実

　
②

　
　

　
　

第
4

節
　

質
の

高
い

学
校

教
育

を
推

進
す

る
た

め
の

環
境

の
充

実

4
1

給
食

セ
ン

タ
ー

整
備

事
業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

衛
生

管
理

及
び

社
会

的
環

境
の

変
化

に
対

応
し

た
施

設
設

備
の

改
修

及
び

増
設

等
を

図
る

も
の

。

ト
レ

イ
洗

浄
機

更
新

工
事

を
実

施
し

、
ラ

ン
ニ

ン
グ

コ
ス

ト
の

削
減

及
び

作
業

効
率

が
上

が
っ

た
。

老
朽

化
し

て
い

る
機

器
は

ま
だ

多
く

残
っ

て
お

り
、

更
新

が
追

い
つ

い
て

い
な

い
状

況
で

あ
る

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

調
理

、
配

送
に

つ
い

て
、

年
間

を
通

し
て

滞
り

な
く

供
給

さ
れ

た
こ

と
、

感
謝

い
た

し
ま

す
。

・
給

食
の

献
立

に
十

分
な

配
慮

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

分
か

り
ま

す
。

・
各

学
校

で
は

、
健

康
の

保
持

増
進

、
望

ま
し

い
食

習
慣

等
々

の
指

導
と

と
も

に
、

セ
ン

タ
ー

へ
の

感
謝

や
完

食
・

残
量

減
少

に
尽

力
い

た
だ

け
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

・
栄

養
、

嗜
好

、
価

格
を

踏
ま

え
た

優
良

な
給

食
を

、
今

後
も

実
行

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

2
2

,8
3

6

4
0

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

整
備

事
業

に
関

し
て

は
、

整
備

対
象

の
機

器
の

保
全

に
努

め
て

い
る

と
解

し
ま

し
た

。

・
給

食
の

質
を

維
持

し
、

職
員

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

に
も

、
老

朽
化

し
た

機
器

の
更

新
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

2
2

,8
3

6

給
食

セ
ン

タ
ー

運
営

事
業

【
給

食
セ

ン
タ

ー
】

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
取

れ
た

安
心

で
安

全
な

美
味

し
い

給
食

を
調

理
す

る
た

め
の

光
熱

水
費

及
び

各
学

校
へ

給
食

を
配

送
す

る
も

の
。

延
べ

給
食

供
給

数
　

　
７

５
３

，
４

７
１

食
1

日
平

均
給

食
供

給
数

　
 　

４
，

０
０

８
食

衛
生

管
理

を
徹

底
し

、
機

器
や

調
理

員
の

日
常

点
検

の
ほ

か
、

作
業

工
程

の
見

直
し

を
行

い
、

安
全

な
職

場
環

境
を

形
成

し
た

。
栄

養
、

嗜
好

、
価

格
等

を
踏

ま
え

た
献

立
の

作
成

と
指

定
時

間
ま

で
に

配
送

を
行

い
、

安
心

安
全

な
栄

養
バ

ラ
ン

ス
の

取
れ

た
美

味
し

い
給

食
が

提
供

で
き

た
。

老
朽

化
が

原
因

の
調

理
器

材
の

交
換

が
頻

発
し

て
い

る
。

6
6

,1
8

6
6

6
,1

2
4

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

社
会

教
育

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

4
2

P
T

A
家

庭
教

育
学

級
の

委
託

、
親

の
学

習
子

育
て

講
座

を
開

催
す

る
。

町
立

中
学

校
1

校
と

町
P

T
A

連
合

会
の

2
団

体
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

て
家

庭
教

育
学

級
を

開
催

し
、

町
P

T
A

連
合

会
は

町
内

小
中

学
校

P
T

A
を

対
象

に
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

て
合

計
1

1
回

開
催

し
た

。
就

学
時

健
診

時
に

併
せ

た
「

親
の

学
習

子
育

て
講

座
」

を
開

催
で

き
な

か
っ

た
が

、
対

象
保

護
者

へ
子

育
て

に
関

す
る

資
料

を
配

付
し

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
る

が
、

飲
食

を
伴

う
活

動
が

可
能

と
な

り
、

食
育

に
関

す
る

講
座

を
開

催
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

・
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
を

念
頭

に
置

き
、

対
面

形
式

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
並

行
し

て
実

施
し

て
い

く
。

5
7

8
4

6
5

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

P
T

A
家

庭
教

育
学

級
の

事
業

。
工

夫
し

て
開

催
し

て
い

る
と

理
解

し
ま

し
た

。
小

中
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

の
オ

ン
ラ

イ
ン

、
１

１
回

は
成

果
で

す
。

・
就

学
時

の
子

育
て

講
座

。
今

後
の

工
夫

し
た

取
組

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
に

あ
っ

て
も

、
食

育
の

講
座

を
行

う
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

こ
の

3
年

間
の

経
験

を
、

今
後

の
新

た
な

感
染

症
対

策
に

生
か

し
て

も
ら

た
い

と
思

い
ま

す
。

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
家

庭
教

育
支

援
体

制
の

充
実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

青
少

年
健

全
育

成
推

進
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

社
会

教
育

関
係

４
団

体
に

活
動

費
の

補
助

金
を

交
付

す
る

。

各
団

体
と

も
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
計

画
し

た
事

業
を

概
ね

開
催

で
き

た
。

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

で
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
部

会
毎

に
活

動
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

広
報

部
会

と
調

査
統

計
部

会
を

合
併

し
た

。
環

境
浄

化
部

会
は

、
朝

の
あ

い
さ

つ
運

動
を

再
開

し
た

。
4

4

1
,1

6
1

評
価

・
課

題

二
十

歳
の

新
し

い
門

出
を

祝
福

す
る

と
と

も
に

、
成

人
者

自
身

が
社

会
の

一
員

と
し

て
、

権
利

・
義

務
の

責
任

あ
る

行
使

と
、

独
立

し
た

個
人

と
し

て
の

誇
り

を
認

識
す

る
機

会
と

す
る

た
め

、
二

十
歳

の
集

い
を

開
催

す
る

。

民
法

の
一

部
改

正
に

伴
い

、
「

成
人

式
」

を
「

二
十

歳
の

集
い

」
に

名
称

変
更

し
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
、

会
場

を
１

か
所

で
３

回
に

分
け

て
挙

行
し

た
。

令
和

５
年

１
月

９
日

実
施

。
　

対
象

者
５

３
０

人
　

出
席

者
３

６
２

 人
　

出
席

率
６

８
.３

%

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
地

域
の

教
育

力
の

向
上

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

各
団

体
と

も
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
屋

内
外

活
動

を
積

極
的

に
実

施
し

た
。

社
会

教
育

関
係

団
体

と
連

携
し

、
各

団
体

の
会

員
数

拡
大

及
び

後
継

者
育

成
の

支
援

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

町
地

域
ぐ

る
み

青
少

年
健

全
育

成
推

進
協

議
会

が
青

少
年

に
関

わ
る

内
容

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
、

児
童

・
生

徒
に

実
施

し
た

調
査

結
果

を
町

民
に

広
報

し
、

子
供

た
ち

へ
の

理
解

を
深

め
る

一
助

と
す

る
。

4
5

7
二

十
歳

の
集

い
実

施
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

4
3

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
３

年
ぶ

り
に

恩
師

を
招

き
記

念
事

業
を

実
施

で
き

た
こ

と
は

、
参

加
者

に
好

評
で

あ
っ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

、
家

族
・

保
護

者
等

の
参

観
（

入
場

）
を

認
め

て
い

な
か

っ
た

が
、

来
年

度
以

降
は

状
況

に
応

じ
て

認
め

る
方

向
で

調
整

し
て

い
く

。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

新
成

人
に

と
っ

て
楽

し
み

な
事

業
。

親
に

と
っ

て
も

貴
重

な
日

に
な

り
ま

す
か

ら
、

伊
奈

町
や

担
当

課
に

も
感

謝
す

る
催

し
で

す
。

・
指

標
で

あ
る

参
加

率
は

参
考

と
し

、
担

当
課

で
創

意
工

夫
し

た
内

容
に

お
取

り
組

み
く

だ
さ

い
。

・
二

十
歳

の
集

い
が

恩
師

を
招

い
て

実
施

で
き

た
こ

と
を

評
価

し
ま

す
。

コ
ロ

ナ
か

禍
を

乗
り

越
え

て
会

を
開

催
で

き
た

経
験

は
、

今
後

の
人

生
に

必
ず

役
に

立
つ

事
で

し
ょ

う
。

4
3

5

1
,2

0
8

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

既
存

の
社

会
教

育
協

議
会

・
団

体
等

の
活

動
を

支
援

し
て

い
る

事
業

と
捉

え
て

い
ま

す
。

担
当

課
で

は
４

団
と

の
連

携
・

協
力

を
前

提
に

、
望

ま
し

い
連

携
を

維
持

く
だ

さ
い

。

・
関

係
各

団
体

共
に

コ
ロ

ナ
対

策
を

講
じ

て
積

極
的

に
活

動
で

き
ま

し
た

。
子

供
た

ち
の

人
間

的
成

長
を

学
校

と
角

度
を

変
え

て
担

っ
て

い
る

こ
れ

ら
の

活
動

が
盛

ん
に

な
る

こ
と

を
願

っ
て

い
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

様
々

な
活

動
制

限
が

あ
り

、
中

止
し

た
事

業
も

あ
っ

た
が

、
W

a
K

u
楽

体
験

教
室

は
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
関

係
者

の
協

力
を

得
て

概
ね

計
画

ど
お

り
実

施
で

き
た

。

ウ
ィ

ズ
コ

ロ
ナ

・
ポ

ス
ト

コ
ロ

ナ
を

念
頭

に
置

き
、

事
業

の
後

に
い

た
だ

い
て

い
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

精
査

し
、

よ
り

魅
力

あ
る

事
業

を
展

開
し

て
い

く
。

5
7

8
4

6
5

4
5

社
会

教
育

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

W
a
K

u
楽

体
験

教
室

・
放

課
後

子
供

教
室

・
子

供
防

災
教

室
の

事
業

を
行

う
。

放
課

後
子

供
教

室
と

子
供

防
災

教
室

を
計

画
し

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
の

た
め

中
止

し
た

。
W

a
K

u
楽

体
験

教
室

は
、

徹
底

し
た

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
１

６
教

室
３

０
回

を
開

催
し

、
延

べ
参

加
人

数
２

０
５

人
で

あ
っ

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

コ
ロ

ナ
禍

の
「

W
a
K

u
楽

体
験

教
室

」
の

開
室

・
運

営
に

は
多

く
の

課
題

が
あ

っ
た

と
思

い
ま

す
が

、
実

績
を

積
ん

だ
と

捉
え

て
い

ま
す

。
・

下
校

後
の

活
動

を
い

ろ
い

ろ
準

備
さ

れ
て

い
ま

す
。

担
当

課
の

工
夫

に
頭

が
下

が
り

ま
す

。
教

育
行

政
と

し
て

、
定

期
的

に
再

編
考

察
を

俎
上

に
上

げ
る

こ
と

も
厭

わ
な

い
で

く
だ

さ
い

。

・
学

ぶ
事

は
世

界
が

広
が

る
こ

と
で

す
。

子
供

た
ち

は
日

頃
学

校
で

限
ら

れ
た

教
科

の
み

を
学

習
し

て
い

ま
す

が
、

こ
れ

ら
の

学
び

を
通

し
て

彼
ら

の
世

界
が

広
が

っ
て

い
く

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
学

校
が

、
様

々
な

諸
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

今
あ

る
地

域
の

「
強

み
」

や
「

魅
力

」
を

見
つ

け
て

生
か

し
て

い
け

る
よ

う
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

が
一

体
と

な
っ

て
、

目
標

と
す

る
目

指
す

べ
き

子
供

の
姿

に
向

け
た

具
体

的
な

取
組

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

（
学

校
運

営
協

議
会

）
を

中
核

と
し

て
、

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
３

者
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
感

染
防

止
の

工
夫

を
し

、
一

部
オ

ン
ラ

イ
ン

と
し

て
研

修
会

を
実

施
し

た
。

研
修

会
を

通
じ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

に
つ

い
て

、
学

校
・

家
庭

・
地

域
が

連
携

し
、

協
力

し
て

取
り

組
む

べ
き

こ
と

に
つ

い
て

協
議

し
た

。
互

い
に

「
当

事
者

」
と

し
て

の
意

見
が

醸
成

さ
れ

、
各

校
の

取
組

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

引
き

続
き

、
地

域
学

校
協

働
活

動
と

一
体

的
な

推
進

を
進

め
て

い
く

。

8
2

7
6

6
9

（
5

7
0

）
※

下
段

は
当

該
事

業
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

学
校

・
家

庭
・

地
域

の
連

携
と

教
育

力
の

向
上

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
４

．
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・

ス
ク

ー
ル

（
学

校
運

営
協

議
会

）
の

設
置

及
び

推
進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
の

事
業

内
容

を
明

確
に

し
つ

つ
、

各
学

校
毎

に
協

議
を

深
め

つ
つ

あ
る

と
解

し
ま

し
た

。
・

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

研
修

会
は

実
績

で
す

ね
。

他
方

、
「

熟
議

を
展

開
」

と
あ

り
ま

す
の

で
、

担
当

課
の

主
導

の
成

果
と

捉
え

ま
し

た
。

・
学

校
運

営
協

議
会

が
形

式
的

な
も

の
と

な
っ

て
行

く
の

で
は

な
く

、
こ

こ
か

ら
教

育
の

広
が

り
が

起
こ

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

評
価

・
課

題

4
6

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
推

進
事

業

【
学

校
教

育
課

】

　
こ

れ
ま

で
の

準
備

に
基

づ
き

、
令

和
２

年
度

、
町

立
小

中
学

校
全

７
校

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ス

ク
ー

ル
（

学
校

運
営

協
議

会
）

を
設

置
し

、
学

校
の

諸
課

題
に

対
応

す
る

組
織

を
整

備
す

る
も

の
。

　 　
今

年
度

は
、

コ
ロ

ナ
禍

に
あ

っ
て

、
学

校
運

営
協

議
会

に
か

か
る

研
修

会
を

一
部

オ
ン

ラ
イ

ン
と

し
、

2
回

開
催

し
た

。
各

学
校

に
お

い
て

は
、

学
校

運
営

協
議

会
を

実
施

し
、

「
熟

議
」

を
展

開
す

る
こ

と
が

で
き

た
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

4
7

生
涯

学
習

推
進

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

学
校

開
放

講
座

実
績

、
１

０
講

座
・

３
７

８
人

受
講

、
は

大
き

な
成

果
と

考
え

ま
す

。
・

町
内

教
育

機
関

と
の

連
携

・
調

整
に

は
苦

心
さ

れ
て

い
る

こ
と

と
思

い
ま

す
。

受
講

者
か

ら
「

高
い

評
価

を
得

」
と

あ
り

ま
す

か
ら

、
苦

労
し

た
甲

斐
が

あ
っ

た
の

で
は

。

・
3

年
に

及
ぶ

コ
ロ

ナ
禍

の
な

か
制

約
を

強
い

ら
れ

た
面

が
あ

り
ま

し
た

が
、

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
の

い
ま

各
団

体
が

積
極

的
に

活
動

す
る

こ
と

が
望

ま
し

と
思

い
ま

す
の

で
、

そ
の

た
め

の
支

援
を

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

指
定

管
理

者
制

度
を

十
全

に
、

適
切

に
運

用
し

て
い

る
と

理
解

し
ま

し
た

。
・

行
政

と
し

て
の

住
民

サ
ー

ビ
ス

に
か

か
る

事
業

で
す

の
で

、
充

実
を

お
図

り
く

だ
さ

い
。

・
今

後
も

感
染

症
対

策
を

行
い

な
が

ら
の

運
営

と
な

る
と

思
い

ま
す

が
、

状
況

に
応

じ
て

な
る

べ
く

開
か

れ
た

運
営

を
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

①
各

種
の

講
座

を
開

設
し

て
い

る
こ

と
。

②
そ

れ
ぞ

れ
の

講
座

に
対

し
高

い
評

価
を

得
て

い
る

こ
と

。
が

、
分

か
り

ま
し

た
。

・
対

象
者

は
住

民
、

世
代

範
囲

が
広

い
で

す
か

ら
苦

心
も

あ
ろ

う
か

と
考

え
ま

す
が

、
工

夫
し

た
運

営
に

敬
意

を
表

し
ま

す
。

・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

の
今

、
感

染
症

対
策

を
行

い
な

が
ら

の
運

営
と

な
り

ま
す

が
、

質
の

高
い

多
様

な
講

座
を

な
る

べ
く

多
く

の
方

々
へ

提
供

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

公
民

館
運

営
事

業

【
生

涯
学

習
課

】　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

び
合

い
の

生
涯

学
習

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

3
,9

8
3

4
9

4
8

生
涯

学
習

に
対

す
る

住
民

ニ
ー

ズ
は

多
様

化
・

高
度

化
を

強
め

て
い

る
。

学
習

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
講

座
内

容
の

充
実

に
努

め
、

高
い

評
価

を
得

て
い

る
。

講
座

に
対

し
、

質
の

高
い

も
の

を
求

め
る

傾
向

に
あ

る
。

ま
た

、
個

人
の

学
習

で
と

ど
め

て
し

ま
う

傾
向

に
あ

る
の

で
、

指
導

者
の

育
成

や
サ

ー
ク

ル
の

設
立

と
い

っ
た

地
域

へ
還

元
す

る
よ

う
な

取
組

が
必

要
。

住
民

の
学

習
活

動
を

支
援

し
、

学
習

機
会

の
確

保
に

努
め

、
生

き
が

い
づ

く
り

に
つ

な
げ

る
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

防
止

の
た

め
、

団
体

代
表

者
、

行
政

関
係

者
、

有
識

者
の

代
表

者
で

組
織

さ
れ

る
生

涯
学

習
推

進
会

議
を

書
面

で
開

催
し

、
町

の
生

涯
学

習
に

関
す

る
各

種
施

策
の

円
滑

な
推

進
を

図
っ

た
。

ま
た

、
関

係
機

関
と

の
相

互
の

調
整

・
連

携
を

行
い

、
町

内
の

小
中

学
校

及
び

高
等

学
校

、
専

門
学

校
、

大
学

等
の

施
設

及
び

教
職

員
を

活
用

し
講

座
を

実
施

し
た

。
4

年
度

　
学

校
開

放
講

座
全

１
０

講
座

　
受

講
者

延
べ

人
数

３
7

8
人

2
,4

4
8

6
5

,7
5

0

住
民

の
教

養
の

向
上

、
健

康
の

増
進

、
生

活
文

化
の

振
興

を
図

り
、

社
会

福
祉

の
増

進
に

寄
与

し
、

さ
ら

に
は

住
民

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
作

り
を

推
進

す
る

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
防

止
の

た
め

定
員

を
減

ら
し

た
講

座
も

あ
っ

た
が

、
成

人
、

女
性

等
対

象
に

各
種

学
級

、
講

座
を

開
設

し
た

。
４

年
度

　
受

講
者

延
人

数
５

５
０

人
い

な
ふ

る
さ

と
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
て

３
年

ぶ
り

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

1
,9

8
9

ふ
れ

あ
い

活
動

セ
ン

タ
ー

運
営

管
理

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

多
様

化
す

る
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

効
果

的
、

効
率

的
に

対
応

す
る

た
め

、
指

定
管

理
者

制
度

を
導

入
す

る
こ

と
で

民
間

の
活

力
や

ノ
ウ

ハ
ウ

を
活

用
し

、
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

に
努

め
て

い
る

。

徹
底

し
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
行

い
、

一
部

施
設

の
利

用
制

限
を

設
け

開
館

し
た

。
４

年
度

　
利

用
件

数
３

２
，

５
０

７
件

指
定

管
理

者
の

徹
底

し
た

感
染

症
対

策
を

講
じ

た
運

営
に

よ
り

、
ク

ラ
ス

タ
ー

も
発

生
す

る
こ

と
な

く
利

用
者

に
安

心
安

全
な

活
動

場
所

を
提

供
で

き
た

。

コ
ロ

ナ
禍

で
の

管
理

運
営

が
続

く
と

想
定

さ
れ

る
の

で
、

感
染

症
対

策
を

継
続

し
状

況
に

応
じ

た
施

設
の

管
理

運
営

が
求

め
ら

れ
る

。

6
5

,7
4

8

3
,6

4
1

各
種

講
座

を
開

設
し

、
高

い
評

価
を

得
て

い
る

。
今

後
は

、
多

様
化

・
高

度
化

す
る

学
習

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

さ
ら

に
事

業
内

容
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
自

主
活

動
へ

の
動

機
付

け
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

ま
た

、
５

年
度

以
降

も
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

て
講

座
や

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
で

き
る

よ
う

開
催

方
法

に
つ

い
て

検
討

を
要

す
る

。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

利
用

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

指
定

管
理

者
に

よ
り

図
書

館
の

管
理

運
営

を
行

い
、

民
間

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

し
、

住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
に

努
め

て
い

る
。

非
来

館
型

の
電

子
図

書
館

で
は

、
伊

奈
町

立
南

中
学

校
を

モ
デ

ル
校

に
指

定
し

、
全

校
生

徒
が

電
子

図
書

館
に

ア
ク

セ
ス

で
き

、
体

験
で

き
る

よ
う

機
会

を
も

う
け

た
。

移
動

図
書

館
車

を
町

内
１

２
箇

所
巡

回
　

４
年

度
　

利
用

者
人

数
７

２
２

人
、

貸
出

冊
数

５
，

９
６

４
冊

図
書

館
資

料
の

充
実

　
４

年
度

　
図

書
資

料
購

入
冊

数
５

，
０

８
４

冊
、

（
図

書
３

，
８

４
６

冊
、

雑
誌

１
，

２
３

８
冊

）
、

A
V

購
入

数
１

７
８

点 図
書

蔵
書

総
数

１
２

1
，

５
０

０
冊

事
業

名

5
0

6
4

,7
3

0
6

4
,6

1
5

事
業

内
容

・
実

施
状

況
・

実
績

等

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

指
定

管
理

者
制

度
の

運
営

に
か

か
り

、
適

切
な

管
理

を
継

続
し

て
い

る
と

理
解

し
ま

し
た

。
・

電
子

図
書

館
モ

デ
ル

校
指

定
の

取
組

は
知

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

担
当

課
の

い
わ

ゆ
る

試
行

に
着

手
し

て
い

る
こ

と
に

拍
手

を
送

り
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

利
用

者
が

増
え

た
こ

と
を

評
価

い
た

し
ま

す
。

今
後

も
多

様
な

講
座

や
電

子
図

書
館

の
利

用
が

、
充

実
し

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

図
書

館
運

営
管

理
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

コ
ロ

ナ
禍

の
中

、
感

染
症

対
策

を
行

い
開

館
を

し
、

利
用

者
が

増
加

し
た

。
ま

た
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

、
レ

フ
ァ

レ
ン

ス
や

資
料

の
選

定
、

並
び

に
自

主
企

画
事

業
の

充
実

に
努

め
て

い
る

。
ま

た
、

自
主

企
画

事
業

と
し

て
文

化
教

養
講

座
や

子
育

て
支

援
講

座
等

各
種

講
座

を
開

催
し

た
。

電
子

図
書

館
に

つ
い

て
は

、
今

後
も

利
用

率
の

向
上

に
向

け
て

取
り

組
み

が
必

要
で

あ
る

。

モ
デ

ル
校

に
つ

い
て

は
開

始
時

や
チ

ラ
シ

配
布

時
に

ア
ク

セ
ス

が
あ

る
が

継
続

し
た

利
用

に
ま

で
は

至
っ

て
い

な
い

。
周

知
の

推
進

が
必

要
で

あ
る

。

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
学

び
合

い
の

生
涯

学
習

の
推

進

評
価

・
課

題
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

生
涯

学
習

推
進

す
る

た
め

に
は

、
本

事
業

の
よ

う
に

「
郷

土
芸

能
」

の
「

支
援

・
保

護
」

も
大

切
な

対
象

と
な

り
ま

す
ね

。
各

保
存

団
体

と
の

連
携

を
保

持
く

だ
さ

い
。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

中
、

活
動

に
制

限
を

強
い

ら
れ

て
い

た
郷

土
芸

能
の

活
動

が
、

再
び

活
発

に
活

動
で

き
る

よ
う

に
支

援
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

の
た

め
、

団
体

に
よ

っ
て

は
活

動
制

限
や

活
動

を
停

止
し

て
い

る
。

郷
土

に
古

く
か

ら
伝

承
さ

れ
る

芸
能

活
動

や
文

化
団

体
を

保
護

す
る

た
め

、
補

助
金

交
付

や
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
保

護
と

後
継

者
の

育
成

が
図

ら
れ

た
。

徹
底

し
た

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
講

じ
、

積
極

的
に

事
業

や
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

し
て

い
く

。
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
・

ポ
ス

ト
コ

ロ
ナ

を
念

頭
に

置
き

、
各

団
体

が
工

夫
を

し
て

発
表

会
や

展
覧

会
を

開
催

し
て

い
く

。

評
価

・
課

題

5
1

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

本
事

業
に

意
義

・
価

値
を

感
じ

ま
す

。
住

民
に

と
っ

て
芸

術
を

発
表

す
る

場
、

体
験

す
る

場
、

触
れ

る
場

、
と

な
っ

て
い

る
か

ら
で

す
。

・
伊

奈
町

の
活

性
化

と
し

て
、

文
化

に
限

ら
ず

産
業

振
興

に
も

一
役

も
買

っ
て

い
る

と
の

考
え

を
持

っ
て

い
ま

す
。

・
年

間
を

通
し

て
、

町
内

で
は

い
ろ

い
ろ

な
催

事
・

イ
ベ

ン
ト

が
あ

り
ま

す
が

、
本

事
業

に
つ

い
て

の
ご

尽
力

く
だ

さ
い

。

・
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

の
中

、
文

化
芸

術
活

動
の

益
々

の
発

展
の

場
と

し
て

、
以

前
に

も
ま

し
て

充
実

し
た

会
と

な
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

8
0

6

郷
土

芸
能

の
保

存
、

継
承

や
様

々
な

文
化

・
芸

術
団

体
が

地
域

に
根

ざ
し

た
積

極
的

な
活

動
を

行
う

う
え

で
、

必
要

な
支

援
を

行
う

。
　 ４

年
度

　
郷

土
芸

能
団

体
　

３
団

体
　

会
員

数
７

０
人

　
　

　
　

伊
奈

町
文

化
協

会
　

会
員

数
３

５
４

人

総
合

文
化

祭
実

施
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

総
合

セ
ン

タ
ー

等
を

会
場

に
文

化
・

芸
術

活
動

の
成

果
を

発
表

す
る

場
と

し
て

、
様

々
な

作
品

の
展

示
や

発
表

を
行

う
。

ま
た

、
文

化
・

芸
術

に
実

際
に

ふ
れ

る
こ

と
の

で
き

る
機

会
や

体
験

で
き

る
機

会
を

設
け

る
。

今
年

度
は

、
徹

底
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

講
じ

、
規

模
を

縮
小

し
て

開
催

し
た

。

8
5

1

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
文

化
芸

術
の

振
興

と
伝

統
文

化
の

継
承

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

5
2

５
年

度
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

が
５

類
相

当
に

移
行

し
た

こ
と

か
ら

、
基

本
的

な
感

染
症

対
策

を
講

じ
た

う
え

で
、

安
心

・
安

全
に

事
業

が
実

施
で

き
る

よ
う

開
催

方
法

等
検

討
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

7
0

8
4

4
9

文
化

芸
術

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

78
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

町
史

編
集

事
務

費

【
生

涯
学

習
課

】

町
史

編
集

事
業

の
過

程
で

収
集

さ
れ

た
数

多
く

の
資

料
を

整
理

・
保

存
す

る
と

と
も

に
、

歴
史

資
料

と
し

て
重

要
な

公
文

書
等

の
収

集
、

整
理

及
び

保
存

を
行

い
、

将
来

の
公

開
・

利
用

に
向

け
準

備
を

行
う

も
の

。

『
伊

奈
町

史
　

通
史

編
Ⅲ

』
を

刊
行

し
た

。

町
史

編
集

事
業

の
過

程
や

寄
贈

等
で

収
集

さ
れ

た
古

文
書

等
の

保
存

及
び

今
後

の
活

用
や

公
開

の
た

め
の

資
料

作
り

が
で

き
た

。

今
後

は
、

収
集

資
料

等
の

整
理

・
保

存
・

目
録

化
及

び
保

管
場

所
の

確
保

が
課

題
で

あ
る

。

3
,8

5
3

5
3

文
化

財
保

護
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

埋
蔵

文
化

財
・

史
跡

・
天

然
記

念
物

や
彫

刻
な

ど
、

町
内

の
貴

重
な

歴
史

的
・

文
化

的
資

産
の

保
護

活
用

の
た

め
の

事
業

を
行

う
も

の
。

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

・
保

存
と

し
て

、
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
内

の
試

掘
調

査
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

町
指

定
文

化
財

の
管

理
者

・
団

体
に

対
し

、
文

化
財

保
護

管
理

の
た

め
の

交
付

金
を

交
付

す
る

。

指
定

文
化

財
数

２
２

件
。

埋
蔵

文
化

財
試

掘
調

査
件

数
１

８
件

文
化

財
保

存
管

理
交

付
金

1
1

０
千

円

久
保

山
遺

跡
・

本
上

遺
跡

発
掘

調
査

報
告

書
刊

行
に

向
け

、
遺

物
整

理
作

業
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

文
化

財
は

、
歴

史
・

文
化

の
正

し
い

理
解

の
た

め
、

欠
く

こ
と

の
で

き
な

い
も

の
で

あ
り

、
保

存
活

用
を

継
続

し
て

い
く

こ
と

は
地

域
づ

く
り

に
も

貢
献

す
る

。
ま

た
、

保
存

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
貴

重
な

文
化

財
を

良
好

に
保

つ
た

め
、

管
理

者
に

適
切

な
補

助
と

支
援

も
継

続
し

て
行

う
必

要
が

あ
る

。

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
文

化
財

及
び

町
史

資
料

の
保

護
・

保
存

・
活

用

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

5
4

3
,6

8
8

5
5

3
,7

3
6

郷
土

資
料

館
運

営
事

業

【
生

涯
学

習
課

】

町
の

民
俗

・
歴

史
等

文
化

遺
産

を
継

承
し

、
郷

土
愛

の
精

神
を

高
揚

す
る

た
め

、
自

然
・

地
理

・
歴

史
に

関
す

る
資

料
及

び
人

間
国

宝
田

口
善

国
氏

の
作

品
を

展
示

体
験

講
座

の
開

催
を

行
う

も
の

。

企
画

展
「

伊
奈

忠
次

と
伊

奈
氏

屋
敷

跡
」

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
体

験
講

座
「

ま
が

玉
作

り
体

験
」

を
開

催
し

５
人

が
参

加
し

た
。

文
化

財
に

対
す

る
興

味
・

関
心

を
向

け
る

機
会

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

開
館

日
数

１
９

９
日

　
来

館
延

人
数

４
５

７
人

町
の

歴
史

・
民

俗
資

料
等

を
継

承
し

て
い

く
た

め
の

唯
一

の
施

設
と

し
て

、
自

然
・

地
理

・
歴

史
等

の
資

料
を

展
示

公
開

し
、

町
の

歴
史

・
民

俗
資

料
等

に
触

れ
る

機
会

を
提

供
で

き
た

。

新
収

蔵
資

料
や

未
公

開
資

料
に

つ
い

て
、

企
画

展
な

ど
を

適
宜

開
催

し
、

広
く

周
知

す
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
展

示
・

収
蔵

・
作

業
ス

ペ
ー

ス
の

不
足

か
ら

充
実

し
た

資
料

館
活

動
が

難
し

い
。

1
,3

3
6

1
,2

5
0

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

町
内

の
貴

重
な

歴
史

的
・

文
化

的
資

産
の

保
護

と
活

用
に

取
り

組
ん

で
い

る
こ

と
が

分
か

り
ま

す
。

・
活

用
と

の
文

言
が

あ
り

ま
す

か
ら

、
本

町
の

文
化

財
が

多
く

の
人

の
目

に
触

れ
、

知
っ

て
も

ら
え

る
と

よ
い

な
、

と
率

直
に

思
い

ま
し

た
。

・
町

内
の

埋
蔵

文
化

財
を

調
査

、
発

掘
、

整
理

保
存

、
発

信
を

通
し

て
歴

史
の

深
み

に
触

れ
る

た
め

の
活

動
を

、
今

後
も

支
え

て
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

唯
一

の
施

設
で

す
か

ら
、

管
理

、
そ

し
て

利
活

用
に

つ
い

て
継

続
し

て
取

り
組

ま
れ

る
こ

と
を

期
待

し
て

お
り

ま
す

。

・
郷

土
の

歴
史

資
料

の
す

ば
ら

し
さ

を
広

く
町

民
や

町
外

の
方

々
に

知
っ

て
い

た
だ

く
た

め
に

、
資

料
館

の
活

動
が

ま
す

ま
す

盛
ん

に
な

る
た

め
に

支
え

て
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

「
通

史
編

　
Ⅲ

」
の

刊
行

、
大

き
な

成
果

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
担

当
課

の
尽

力
、

協
力

者
の

支
援

・
協

力
の

賜
物

と
捉

え
ま

し
た

。

・
町

の
歴

史
を

知
る

た
め

に
、

町
史

の
役

割
は

と
て

も
重

要
な

資
料

と
な

り
ま

す
。

今
後

も
充

実
し

た
内

容
の

出
版

物
が

刊
行

さ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

3
,6

8
0
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

忠
次

公
に

よ
る

情
報

発
信

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

伊
奈

町
・

川
口

市
・

つ
く

ば
み

ら
い

市
「

伊
奈

氏
ゆ

か
り

の
地

」
に

歴
史

・
文

化
的

交
流

に
関

す
る

協
定

を
令

和
３

年
１

０
月

に
締

結
し

、
そ

れ
を

記
念

し
た

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
及

び
企

画
展

「
伊

奈
忠

次
展

」
を

令
和

４
年

１
２

月
に

開
催

し
た

。

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
参

加
者

　
１

２
７

人
企

画
展

延
べ

来
場

者
数

　
３

７
７

人

伊
奈

氏
に

つ
い

て
住

民
に

広
く

知
っ

て
も

ら
う

と
と

も
に

、
他

市
と

の
協

力
体

制
を

よ
り

一
層

深
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

継
続

し
て

協
力

し
て

調
査

を
進

め
て

い
く

こ
と

が
必

要
。

1
,9

5
6

1
,9

5
4

5
7

5
6

　
　

　
　

第
６

節
　

生
涯

に
わ

た
る

学
び

の
支

援
と

文
化

芸
術

の
振

興

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
３

．
文

化
財

及
び

町
史

資
料

の
保

護
・

保
存

・
活

用

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

1
,1

6
3

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

町
名

の
由

来
、

起
源

と
も

な
る

伊
奈

氏
の

館
跡

で
す

か
ら

大
切

に
保

存
く

だ
さ

い
。

保
全

の
た

め
の

草
刈

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

応
募

し
て

く
れ

る
住

民
が

い
る

こ
と

は
、

率
直

に
う

れ
し

い
こ

と
で

す
。

・
発

掘
調

査
も

計
画

的
に

実
施

と
あ

り
ま

す
の

で
、

全
容

解
明

に
期

待
を

寄
せ

て
い

ま
す

。

・
伊

奈
忠

次
の

知
名

度
が

上
が

っ
て

い
る

昨
今

に
お

い
て

、
本

事
業

の
果

た
す

役
割

は
高

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

遺
跡

が
よ

り
良

く
管

理
さ

れ
て

い
く

こ
と

を
望

ん
で

い
ま

す
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

関
連

市
と

の
交

流
企

画
、

本
事

業
と

し
て

は
第

一
歩

の
取

組
で

し
ょ

う
か

。
忠

次
の

名
を

知
る

機
会

と
な

る
イ

ベ
ン

ト
だ

と
思

い
ま

す
。

・
郷

土
の

先
人

を
知

り
、

敬
意

を
持

つ
こ

と
は

、
小

学
生

、
中

学
生

に
と

っ
て

は
郷

土
愛

の
第

一
歩

で
す

。
継

続
し

た
事

業
展

開
に

期
待

い
た

し
ま

す
。

・
伊

奈
忠

次
に

つ
い

て
正

し
く

理
解

し
発

信
す

る
た

め
に

は
、

他
市

と
の

協
力

関
係

は
不

可
欠

で
す

。
本

事
業

に
よ

っ
て

伊
奈

氏
に

対
す

る
評

価
が

さ
ら

に
上

が
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

伊
奈

氏
屋

敷
跡

保
存

活
用

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

平
成

3
1

年
3

月
に

策
定

さ
れ

た
『

伊
奈

氏
屋

敷
跡

保
存

活
用

計
画

』
に

基
づ

い
て

保
存

と
活

用
を

図
る

も
の

。
　 裏

門
跡

付
近

で
発

掘
調

査
を

実
施

し
、

障
子

堀
・

陶
磁

器
を

発
見

し
た

。

草
刈

り
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

実
施

し
、

１
９

人
が

参
加

し
た

。
ま

た
、

職
員

及
び

業
者

委
託

で
除

草
・

樹
木

伐
採

な
ど

を
行

い
、

見
学

し
や

す
い

環
境

を
整

え
、

倒
木

な
ど

の
事

故
防

止
に

努
め

た
。

「
忠

次
公

レ
キ

シ
ま

つ
り

」
に

お
い

て
発

掘
調

査
現

場
説

明
会

を
開

催
し

、
１

０
０

人
が

参
加

し
た

。

今
後

も
計

画
的

に
発

掘
調

査
を

実
施

し
、

伊
奈

氏
屋

敷
跡

の
構

造
や

所
属

時
期

な
ど

の
解

明
や

活
用

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

1
,2

0
8
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

評
価

・
課

題

1
2

,4
8

1
1

2
,8

6
2

　
　

　
　

第
７

節
　

ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
元

気
な

ま
ち

づ
く

り

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

体
育

施
設

維
持

管
理

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

町
民

の
誰

も
が

体
力

や
年

齢
に

応
じ

、
生

涯
を

通
し

て
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

に
親

し
め

る
よ

う
、

活
動

の
拠

点
と

な
る

施
設

の
適

正
な

維
持

・
管

理
を

実
施

し
、

更
な

る
施

設
の

利
用

率
向

上
を

図
る

。

サ
ッ

カ
ー

グ
ラ

ウ
ン

ド
の

整
備

、
既

存
施

設
の

除
草

・
清

掃
、

各
ス

ポ
ー

ツ
施

設
の

修
繕

及
び

土
地

借
り

上
げ

料
支

払
い

を
実

施
し

た
。

日
々

の
適

正
な

維
持

管
理

に
よ

り
良

好
な

ス
ポ

ー
ツ

施
設

環
境

の
充

実
が

図
ら

れ
た

。

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
安

全
な

施
設

運
営

及
び

施
設

の
維

持
管

理
等

を
適

宜
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

施
設

管
理

事
業

と
し

て
、

適
正

な
維

持
が

継
続

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

・
行

政
評

価
表

に
は

利
用

者
数

が
あ

り
明

確
で

す
。

・
「

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
」

と
の

記
述

が
あ

り
ま

す
か

ら
、

施
設

毎
の

稼
働

率
を

踏
ま

え
検

討
く

だ
さ

い
。

・
本

事
業

を
通

し
て

な
る

べ
く

多
く

の
方

々
に

快
適

に
利

用
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
、

適
切

に
管

理
し

て
い

た
だ

き
た

い
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

5
8
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
７

節
　

ス
ポ

ー
ツ

及
び

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

活
動

の
推

進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
２

．
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

事
業

の
充

実

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

5
9

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

振
興

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
と

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
教

室
等

の
充

実
を

図
る

も
の

。
ま

た
、

ス
ポ

ー
ツ

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

団
体

の
育

成
と

組
織

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
各

団
体

へ
の

運
営

補
助

を
行

う
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
防

止
を

図
り

、
卓

球
教

室
、

町
民

バ
ス

ハ
イ

ク
を

実
施

し
た

。

町
民

運
動

会
か

ら
名

称
及

び
内

容
を

変
更

し
た

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
は

実
施

準
備

を
し

た
が

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

の
た

め
中

止
と

し
た

。

各
種

団
体

へ
の

運
営

支
援

を
通

し
て

、
健

康
で

文
化

的
な

生
活

へ
の

一
翼

を
担

っ
た

。
　 コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
も

ス
ポ

ー
ツ

関
係

団
体

が
、

よ
り

活
発

に
自

主
的

な
活

動
が

で
き

る
よ

う
な

体
制

の
充

実
が

必
要

で
あ

る
。

3
,8

0
5

3
,1

6
6

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

本
事

業
は

、
複

数
の

活
動

が
網

羅
さ

れ
て

い
ま

す
。

尽
力

に
感

謝
申

し
上

げ
ま

す
。

・
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
っ

て
中

止
と

な
っ

た
イ

ベ
ン

ト
は

仕
方

が
あ

り
ま

せ
ん

が
、

ア
フ

タ
ー

コ
ロ

ナ
の

今
後

に
向

け
て

良
き

支
援

が
行

わ
れ

て
い

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

6
0

友
好

都
市

ス
ポ

ー
ツ

交
流

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

茨
城

県
つ

く
ば

み
ら

い
市

と
伊

奈
町

は
友

好
都

市
提

携
協

定
を

締
結

し
て

お
り

、
休

日
等

を
利

用
し

て
軟

式
少

年
野

球
大

会
に

参
加

し
地

元
チ

ー
ム

と
の

交
流

を
図

り
友

好
関

係
を

深
め

、
小

さ
い

頃
か

ら
人

間
関

係
を

構
築

す
る

こ
と

で
、

協
定

の
目

的
以

上
の

効
果

を
期

待
す

る
。

参
加

３
年

目
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
も

あ
る

中
、

友
好

都
市

に
赴

い
て

地
元

チ
ー

ム
と

試
合

を
行

い
、

見
事

優
勝

と
い

う
成

績
を

収
め

、
選

手
同

士
の

友
好

関
係

も
深

め
ら

れ
、

事
業

の
目

的
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

た
。

友
好

都
市

で
あ

る
茨

城
県

つ
く

ば
み

ら
い

市
と

の
交

流
事

業
と

し
て

、
つ

く
ば

み
ら

い
市

杯
軟

式
少

年
野

球
大

会
へ

伊
奈

町
ス

ポ
ー

ツ
少

年
団

か
ら

チ
ー

ム
を

派
遣

し
、

小
学

生
年

代
と

の
交

流
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

に
お

い
て

も
積

極
的

に
参

加
し

て
い

く
ほ

か
、

町
内

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

他
チ

ー
ム

も
交

流
を

広
げ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

令
和

５
年

度
に

つ
い

て
は

グ
ラ

ウ
ン

ド
ゴ

ル
フ

に
つ

い
て

も
交

流
を

で
き

る
よ

う
、

つ
く

ば
み

ら
い

市
と

調
整

し
て

い
く

。

1
5

5
5

2

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

つ
く

ば
み

ら
い

市
と

の
交

流
野

球
も

定
着

し
て

き
た

と
捉

え
ま

し
た

。
担

当
課

の
取

組
成

果
と

考
え

ま
す

。
・

他
の

交
流

へ
と

広
が

り
も

あ
る

よ
う

で
す

か
ら

、
本

事
業

を
大

切
に

育
て

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。

・
友

好
都

市
と

の
交

流
が

、
多

競
技

に
わ

た
っ

て
盛

ん
に

な
っ

て
行

く
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。
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当
初

予
算

額
（

補
正

後
予

算
額

）
決

算
額

　
　

　
　

第
５

節
　

人
権

尊
重

と
平

和
意

識
の

啓
発

推
進

【
事

務
事

業
の

評
価

・
課

題
】

　
１

．
人

権
・

同
和

教
育

啓
発

の
推

進

事
業

名
事

業
内

容
・

実
施

状
況

・
実

績
等

評
価

・
課

題

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
た

形
で

実
施

し
、

町
民

の
人

権
意

識
の

高
揚

を
図

る
た

め
、

人
権

問
題

を
身

近
に

考
え

て
い

た
だ

く
た

め
の

き
っ

か
け

づ
く

り
が

で
き

た
。

継
続

的
に

事
業

を
進

め
る

こ
と

で
、

町
全

体
の

人
権

意
識

を
向

上
さ

せ
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

9
5

6
7

3
5

6
1

人
権

教
育

事
業

【
生

涯
学

習
課

】

日
常

生
活

の
中

で
の

多
様

な
人

権
課

題
や

人
権

の
意

義
、

そ
の

重
要

性
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
た

め
の

事
業

を
行

う
。

児
童

生
徒

が
異

年
齢

間
の

交
流

を
行

う
こ

と
で

他
人

を
尊

重
す

る
意

識
を

醸
成

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
フ

レ
ン

ド
シ

ッ
プ

セ
ミ

ナ
ー

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
し

た
。

人
権

講
座

に
つ

い
て

は
、

人
数

を
制

限
す

る
な

ど
感

染
症

対
策

を
徹

底
し

た
上

で
実

施
し

た
。

（
３

回
、

延
べ

６
８

人
参

加
）

人
権

啓
発

広
報

紙
「

み
ど

り
」

に
つ

い
て

は
、

人
権

講
座

の
実

施
報

告
や

児
童

生
徒

の
人

権
標

語
作

品
及

び
人

権
教

育
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
紹

介
を

掲
載

し
、

全
世

帯
及

び
関

係
機

関
に

配
布

。
コ

ロ
ナ

禍
に

お
い

て
人

権
課

題
を

よ
り

身
近

な
も

の
と

し
て

と
ら

え
る

機
会

を
提

供
で

き
る

よ
う

努
め

た
。

【
学

識
経

験
者

の
意

見
等

】
・

評
価

欄
に

あ
る

よ
う

に
、

「
身

近
に

考
え

て
も

ら
う

た
め

の
き

っ
か

け
づ

く
り

」
と

の
姿

勢
は

、
よ

い
と

考
え

ま
す

。
・

生
涯

学
習

課
所

掌
の

本
事

業
は

、
住

民
対

象
が

主
と

捉
え

ま
し

た
。

そ
こ

で
、

人
権

推
進

課
と

も
連

携
く

だ
さ

い
。

・
「

町
全

体
の

人
権

意
識

向
上

」
に

資
す

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

・
人

権
意

識
に

つ
い

て
多

く
の

町
民

の
方

々
に

考
え

て
い

た
だ

く
た

め
に

、
本

事
業

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。
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Ⅲ 関係資料 

 

学校別児童生徒数・学級数    

 

学校施設の現況      

89



（１）小学校

学校名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
特別支
援学級

総合計

人数 92 84 79 94 89 91 13 542

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21

人数 83 98 85 101 92 92 16 567

学級数 3 3 3 3 3 3 3 21

人数 70 88 91 91 82 75 13 510

学級数 2 3 3 3 3 2 3 19

人数 132 117 136 147 171 176 22 901

学級数 4 4 4 4 5 5 4 30

人数 377 387 391 433 434 434 64 2,520

学級数 12 13 13 13 14 13 13 91

（２）中学校

学校名 第１学年 第２学年 第３学年
特別支
援学級

総合計

人数 110 117 116 13 356

学級数 3 3 3 2 11

人数 327 260 306 14 907

学級数 9 7 8 2 26

人数 94 85 76 6 261

学級数 3 3 2 2 10

人数 531 462 498 33 1,524

学級数 15 13 13 6 47

小・中計 人数 908 849 889 433 434 434 97 4,044

学校別児童生徒数・学級数　　（令和４年５月１日現在）

中学校計

小学校計

小室小学校

小針小学校

伊奈中学校

小針中学校

南中学校

南小学校

小針北小学校
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学校別児童生徒数・学級数　　（令和４年５月１日現在）

小室小 小針小 南小
小針北

小
小学校計 伊奈中 小針中 南中 中学校計 小・中計

３０年度 597 621 522 1,252 2,992 379 944 272 1,595 4,587

R１年度 596 620 518 1,127 2,861 365 959 278 1,602 4,463

R２年度 563 582 530 1,061 2,736 341 963 255 1,559 4,295

R３年度 550 593 524 975 2,642 334 893 253 1,480 4,122

R４年度 529 551 497 879 2,456 343 893 255 1,491 3,947

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

３０年度 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度

小学校別児童数の推移

小室小

小針小

南小

小針北

小

0

200

400

600

800

1,000

1,200

３０年度 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度

中学校別生徒数の推移

伊奈中

小針中

南中
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木造 0

鉄筋コン
クリート

5,531 4,576 4,707 8,042 22,856 6,183 5,828 5,370 17,381

鉄骨 444 444 173 173

合計 5,531 5,020 4,707 8,042 23,300 6,183 6,001 5,370 17,554

鉄筋コン
クリート

947 1,594 732 1,406 4,679 1,296 1,290 2,586

鉄骨 1,890 1,890

計 947 1,594 732 1,406 4,679 1,296 1,290 1,890 4,476

建物
敷地

9,097 8,763 7,372 12,940 38,172 17,564 9,598 12,942 40,104

屋外
運動場

8,494 9,114 8,107 7,560 33,275 11,685 18,407 16,587 46,679

その他

合計 17,591 17,877 15,479 20,500 71,447 29,249 28,005 29,529 86,783

明治６ 明治６ 昭和５４ 平成１８ 昭和２２ 昭和５７ 昭和６３設置年度

小学校
計

伊奈
中学校

小針
中学校

学校名 小室
小学校

小針
小学校

学校施設の現況　　（令和４年５月１日現在）

南
小学校

用
地
面
積

校

舎

屋
内
運
動
場

施設(㎡)

南
中学校

中学校
計

小針北
小学校
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